





 
用語集


管理者管理データベース

管理者管理データベースとは、サーバー・プールに含まれない、データベースまたはクラスタウェアの管理者によって管理されるノード上に作成されるデータベース。





すべてのノードへのパッチの適用

クラスタ内のノードにパッチを適用する方法。すべてのノードへのパッチの適用方法を使用すると、まず、Real Application Clusters内のすべてのノードが停止されてから、すべてのノードにパッチが適用されます。すべてのノードにパッチが適用された後、ノードは再起動されます。





自動ワークロード・リポジトリ(AWR)

すべてのOracle Databaseに存在する組込みリポジトリ。Oracle Databaseは、すべての重要な統計情報およびワークロード情報からスナップショットを定期的に作成し、AWRに格納します。





キャッシュ一貫性

任意のキャッシュを介してメモリー位置を読み取っても、別のキャッシュを介してその位置に書き込まれた最新のデータが戻されるように、複数のキャッシュ内のデータを同期化することです。キャッシュ整合性とも呼ばれます。





キャッシュ・フュージョン

Oracle Real Application Clustersにおける、ディスク不要のキャッシュ一貫性メカニズム。ブロックを保持しているインスタンスのメモリー・キャッシュから、ブロックをリクエストしているインスタンスのメモリー・キャッシュへ、ブロックを直接コピーします。





クラスタ

エンド・ユーザーおよびアプリケーションからは1つのサーバーのように見える、インターコネクトされた複数のコンピュータまたはサーバー。





クラスタ・データベース

Oracle Real Application Clustersデータベースに対する一般用語。





クラスタ・ファイル・システム

高パフォーマンスのサービスをクライアントに提供するために連携するサーバーのクラスタによる分散ファイル・システム。クラスタ・ファイル・システム・ソフトウェアはストレージ・クラスタ・コンポーネントへの分散リクエストを処理します。





クラスタ同期サービス(CSS)

クラスタ全体のメンバーシップに関する共通のビューを提供することにより、各ノードのメンバーシップの状態を検出して追跡するOracle Clusterwareコンポーネント。CSSはプロセスの状態、特にデータベース・インスタンスの状態も監視します。CSSへの登録および登録解除は、クラスタ・データベース環境の状態を監視するバックグラウンド・プロセスのGlobal Enqueue Service Monitor(LMON)によって行われます。「OCSSD」も参照してください。





クラスタ検証ユーティリティ(CVU)

共有記憶域デバイス、ネットワーク構成、システム要件、Oracle Clusterware、グループ、ユーザーなど、Oracle RAC固有の様々なコンポーネントを検証するツール。





CRSD

高可用性リカバリおよびOCRのメンテナンスのような管理操作を実行するLinuxまたはUNIXのプロセス。また、アプリケーション・リソースを管理し、rootユーザー(Macオペレーティング・システムXベースのシステムではadminグループのユーザー)として実行され、障害発生時に自動的に再起動します。





分散トランザクション処理(DTP)

分散トランザクションの枠組み。外部で調整されたトランザクションであるXAタイプと、内部で調整されたトランザクションである分散SQLタイプ(Oracleのデータベース・リンク)の両方が含まれます。






動的ホスト構成プロトコル(DHCP)

インターネット・プロトコル・ネットワークにおける操作用の構成情報を取得するために、デバイス(DHCPクライアント)によって使用されるネットワーク・アプリケーション・プロトコル。このプロトコルによってシステム管理のワークロードが軽減され、手動操作をほとんどまたはまったく行わずに、デバイスをネットワークに追加できます。





Enterprise Manager Configuration Assistant (EMCA)

Enterprise Managerの機能を構成できる、グラフィカル・ユーザー・インタフェース・ベースのコンフィギュレーション・アシスタント。





イベント・マネージャ(EVM)

Oracle Clusterwareイベントをパブリッシュするバックグラウンド・プロセス。イベントが発生すると、EVMは指定されたコールアウト・ディレクトリをスキャンし、そのディレクトリ内のすべてのスクリプトを実行します。





イベント・マネージャ・デーモン(EVMD)

コールアウトを管理するracgevtプロセスを開始する、LinuxまたはUNIXのイベント・マネージャ・デーモン。





高速アプリケーション通知(FAN)

アプリケーションでは、FANによって、迅速な障害検出、障害発生後の接続プールのロード・バランシング、および障害が発生したコンポーネントの修復時の接続プールのロード・バランシングの再実行が可能となります。FAN通知プロセスでは、クラスタ・サーバーが使用不可になった場合、またはネットワーク・インタフェースに障害が発生した場合にOracleからパブリッシュされるシステム・イベントが使用されます。





高速接続フェイルオーバー

JDBC、OCIまたはODP.NETを使用するクライアントのようなFAN統合クライアントに、高可用性を提供します。高速接続フェイルオーバーを使用するようにクライアントを構成すると、クライアントは自動的にFANイベントをサブスクライブし、データベースのUPイベントおよびDOWNイベントに対処できます。それに対応して、クライアントは、リクエストされたデータベース・サービスを提供するアクティブ・インスタンスに接続されます。





ディスク書込みの強制実行

Oracle Real Application Clustersでは、ある特定のデータ・ブロックを変更できるのは一時点で1つのインスタンスのみです。あるインスタンスが必要としているデータ・ブロックが、別のインスタンスによって変更された場合、そのブロックに対して発行されたリクエストのタイプによっては、ディスク書込みの強制実行が必要になります。






空きプール

ポリシーベースのクラスタや、Oracle Clusterwareリソースの容量管理で使用される、デフォルトのサーバー・プール。空きプールには、どのサーバー・プールにも割り当てられていないサーバーが含まれます。





General Parallel File System (GPFS)

General Parallel File System (GPFS)は、IBM社の共有ディスク・ファイル・システム製品。同機種または異機種クラスタ内のすべてのノードからのデータ・アクセスを可能にします。





グローバル・キャッシュ・サービス(GCS)

キャッシュ・フュージョンを実装するプロセス。グローバル・ロール内のブロックのブロック・モードを保持します。インスタンス間のブロックの転送を担います。グローバル・キャッシュ・サービスでは、グローバル・キャッシュ・サービス・プロセス(LMSn)、グローバル・エンキュー・サービス・デーモン(LMD)などの、様々なバックグラウンド・プロセスが使用されます。





グローバル・キャッシュ・サービス・プロセス(LMSn)

リモート・メッセージを管理するプロセス。Oracle RACでは最大で10のグローバル・キャッシュ・サービス・プロセスが提供されます。





グローバル・キャッシュ・サービス(GCS)リソース

複数のOracle RACインスタンスのバッファ・キャッシュ内のデータ・ブロックへのアクセスを調整し、キャッシュ一貫性を提供するグローバル・リソース。





グローバル・データベース名

データベースを他のデータベースから一意に識別するフルネーム。グローバル・データベース名の書式はdatabase_name.database_domain(たとえばTEST.US.EXAMPLE.COM)です。





グローバル動的パフォーマンス・ビュー(GV$)

Oracle Real Application Clustersクラスタのすべてのオープン・インスタンスに関する情報を格納する動的パフォーマンス・ビューです。(ローカル・インスタンスのみではありません。)対照的に、標準の動的パフォーマンス・ビュー(V$)は、ローカル・インスタンスに関する情報のみを格納します。





グローバル・エンキュー・サービス(GES)

グローバルに共有されるエンキューを調整するサービス。





グローバル・エンキュー・サービス・デーモン(LMD)

リソースへのリクエストを管理してブロックへのアクセスを制御する、リソース・エージェント・プロセス。LMDプロセスは、デッドロックの検出およびリモート・リソース・リクエストの処理も行います。リモート・リソース・リクエストとは、別のインスタンスから発行されたリクエストです。





グローバル・エンキュー・サービス・モニター(LMON)

クラスタ全体を監視してグローバル・リソースを管理するバックグラウンドのLMONプロセス。LMONは、インスタンスの完全破損および障害が発生したインスタンスに関連付けられたリカバリを管理します。特に、LMONはグローバル・リソースに関連付けられたリカバリの部分を処理します。LMONによって提供されるサービスは、クラスタ・グループ・サービスとも呼ばれます。





グローバル・サービス・デーモン(GSD)

SRVCTLからのリクエストを受信して、起動、停止などの管理ジョブ・タスクを実行するコンポーネント。コマンドは各ノードでローカルに実行され、その結果はSRVCTLに戻されます。GSDはデフォルトでノードにインストールされています。





Gridホーム

クラスタ・ソフトウェア・インストールに使用される、クラスタ用Oracle Grid InfrastructureのOracleホーム・ディレクトリであり、Oracle ClusterwareおよびOracle ASMが含まれます。





グリッド・インフラストラクチャ

エンタープライズ・グリッド・アーキテクチャ用のインフラストラクチャを提供するソフトウェア。Oracle Database 11gリリース2(11.2)では、これらのインフラストラクチャ製品がクラスタ用Oracle Grid Infrastructureと呼ばれる1つのソフトウェア・バンドルにまとめられています。Oracleクラスタでは、クラスタ用Oracle Grid InfrastructureにOracle ClusterwareおよびOracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)が含まれます。スタンドアロンのOracle Databaseサーバーの場合は、クラスタ用Oracle Grid InfrastructureにOracle RestartおよびOracle ASMが含まれます。






グリッド・ネーミング・サービス(GNS)

委任を受けた標準DNSゾーン内のホスト名をそのゾーンのIPアドレスにマッピングすることで、ホスト名を解決する汎用サービスです。GNSを使用すると、Oracle RACデータベース・ノードに対して動的ホスト構成プロトコル(DHCP)によるアドレスが使用されるため、デプロイメントが容易になります。また、GNSでは、SCANリスナーから戻されたホスト名の解決も行われます。





高可用性

冗長コンポーネントを搭載したシステムであり、ハードウェアまたはソフトウェア障害が発生した場合でも一貫性があり中断されないサービスを提供します。ある程度の冗長性を含みます。





High Availability Cluster Multi-Processing (HACMP)

IBM AIXベースの高可用性クラスタ・ソフトウェア製品。HACMPは、高可用性(HA)とクラスタ・マルチプロセッシング(CMP)の2つの主なコンポーネントで構成されます。






インスタンス

Oracle RACデータベースの場合、クラスタ内の各ノードには、通常、データベースを参照する実行中のOracleソフトウェアのインスタンスが1つ存在します。データベースが起動されると、システム・グローバル領域(SGA)と呼ばれるメモリー領域が割り当てられ、1つ以上のOracleプロセスが起動されます。このSGAとOracleプロセスの組合せがインスタンスと呼ばれます。各インスタンスには、一意のOracleシステム識別子(SID)、インスタンス名、ロールバック・セグメントおよびスレッドIDが割り当てられます。





インスタンス・メンバーシップ・リカバリ

Oracle RACで、すべてのクラスタ・メンバーが機能しているか、またはアクティブであることを保証するために使用される方法。IMRによってメンバーシップがポーリングおよび調整されます。制御ファイルでハートビートを示していないメンバー、または定期的なアクティビティ問合せメッセージに応答しないメンバーは、停止しているとみなされます。





インスタンス名

クラスタで共通のサービス名が共有されている場合に、特定のインスタンスを一意に識別するために使用されるインスタンスの名前。インスタンス名は、インスタンス初期化ファイルinitsid.ora内のINSTANCE_NAMEパラメータで指定されます。インスタンス名はOracleシステム識別子(sid)と同等です。





インスタンス番号

データ・ブロックのエクステントを特定のインスタンスと関連付ける番号。インスタンス番号を使用すると、インスタンスを起動し、そのインスタンスに割り当てられたエクステントが挿入および更新に使用されるようにできます。これによって、インスタンスは他のインスタンスに割り当てられた領域を使用しなくなります。






インターコネクト

ノードのキャッシュ・メモリーの同期化に使用される、プライベート・ネットワーク通信リンク。





論理ボリューム・マネージャ(LVM)

オンラインでのディスク記憶域管理に使用される、LinuxまたはUNIXのサブシステムの総称。





プロセス間通信(IPC)

オペレーティング・システム依存の高速転送コンポーネント。IPCは、異なるノードのインスタンス間でメッセージを転送します。インターコネクトとも呼ばれます。





マスター・ブート・レコード(MBR)

コンピュータの起動時に実行されるプログラム。通常、MBRはローカル・ハード・ディスクの最初のセクターに存在します。パーティション表を調査し、コンピュータの起動に使用するパーティションを決定して起動プロセスを開始します。その後、MBRプログラムは起動パーティションのブート・セクターに制御を移し、起動プロセスを続行させます。






最小停止時間でのパッチの適用

最小停止時間でのパッチの適用では、ノードが2つのセットに分割されます。1番目のセットは停止され、パッチが適用されます。2番目のセットがその後に停止されます。1番目のセットが起動され、その後に2番目のセットにパッチが適用されます。2番目のセットにパッチが適用された後に起動され、パッチ適用操作が終了します。






マルチキャスト・ドメイン・ネーム・サーバー(mDNS)

mDNSは、ゼロ構成ネットワーキング(Zeroconf)の一部であり、既存の管理されたDNSサーバーを必要とせずに、DNSと同様の名前を使用してホストのアドレスを指定できます。





ネットワーク接続ストレージ(NAS)

ネットワーク経由でサーバーに接続された記憶域。





ネットワーク・インタフェース・カード(NIC)

コンピュータをネットワークに接続するために、コンピュータに挿入するカード。






ネットワーク・スイッチ

ネットワーク内でコンピュータに接続するハードウェア・デバイスです。





ネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)

TCP/IPの最上位に構築されたインターネット標準プロトコル。このプロトコルは、ネットワーク内のコンピュータ時計の時刻をミリ秒単位で正確に同期化します。






ノード

ノードは、Oracle Clusterwareソフトウェアがインストールされているか、これからインストールされるコンピュータです。





Object Link Manager (OLM)

シンボリック・リンクを論理ドライブにマッピングし、それらをOLMのグラフィカル・ユーザー・インタフェースに表示するOracleインタフェース。





OCSSD

クラスタ同期サービス(CSS)・デーモンを管理するLinuxまたはUNIXのプロセスです。クラスタ・ノード・メンバーシップを管理し、oracleユーザーとして実行するプロセスであり、このプロセスが失敗した場合はクラスタが再起動されます。





Optimal Flexible Architecture(OFA)

メンテナンスがほとんど不要の信頼できるOracleインストールを保証するために作成された、ファイル・ネーミングおよび構成に関する一連のガイドラインです。





Oracleベース・ディレクトリ

特定のユーザーが実行するすべてのソフトウェア・インストールのマウントポイントです。同じオペレーティング・システム・ユーザーがリリースが同じまたは異なる複数のOracleソフトウェア製品をインストールする場合は、Oracleベース・ディレクトリに複数のOracleホームを含めることができます。また、Oracleベース・ディレクトリには、特定のインストール所有者に関連付けられるソフトウェア・パラメータ・ファイル、ログ・ファイル、トレース・ファイルなどが配置されます。





Oracle Cluster File System (OCFS)

LinuxおよびWindowsプラットフォームで使用可能な、Oracle固有のクラスタ・ファイル・システム・ソフトウェア。






Oracle Cluster Registry (OCR)

クラスタ・ノード・リストに関する情報およびインスタンスからノードへのマッピング情報を管理するOracle RAC構成情報のリポジトリ。OCRは、カスタマイズされたアプリケーション用のOracle Clusterwareリソース・プロファイルに関する情報も管理します。





Oracle Clusterware

ノードのメンバーシップ、グループ・サービス、グローバル・リソース管理、高可用性機能などのクラスタ・データベースの処理を管理するOracle提供のクラスタウェア。





Oracleホーム・ディレクトリ

特定のソフトウェア・インストールのバイナリの場所です。

通常、Oracleホーム・ディレクトリは、ソフトウェア・インストール所有者のOracleベース・ディレクトリのサブディレクトリです。ただし、クラスタ用Oracle Grid Infrastructureの場合は、Gridホームのパスがroot所有権に変更されるため、Oracleホーム・ディレクトリ(この場合はGridホーム)は、クラスタ用Oracle Grid Infrastructureインストール所有者のOracleベース・ディレクトリの外部に配置されます。





Oracle Interface Configuration Tool (OIFCFG)

シングル・インスタンスのOracle DatabaseとOracle RACデータベースの両方で使用されるコマンドライン・ツールであり、このツールを使用すると、コンポーネントへのネットワーク・インタフェースの割当ておよび割当て解除を行ったり、特定のネットワーク・インタフェースを使用するようにコンポーネントに指定したり、コンポーネントの構成情報を取得することができます。Oracle Universal Installer(OUI)も、OIFCFGを使用して、使用可能なインタフェースの識別および表示を行います。





Oracleインベントリ・ディレクトリ

サーバーにインストールされたすべてのOracleソフトウェアの中央インベントリの場所。





Oracle Notification Services (ONS)

すべてのFANイベントに関する情報を通信する、パブリッシュおよびサブスクライブ・サービス。





Oracle Universal Installer (OUI)

Oracle Clusterware、Oracleリレーショナル・データベース・ソフトウェアおよびOracle Real Application Clustersソフトウェアをインストールするためのツール。Oracle Universal Installerを使用してDatabase Configuration Assistant(DBCA)を起動することもできます。





ポリシー管理データベース

ポリシー管理データベースは、サーバー・プールを使用して作成されます。Oracle Clusterwareでは、ユーザーが定義したポリシーに基づいて容量の割当てと再割当てが行われ、リソースを高速にフェイルオーバーさせたり、容量を動的に割り当てることが可能になります。






RAWデバイス

ファイル・システムがまだ設定されていないディスク・ドライブ。ディスクの共有が可能であるため、Oracle Real Application Clustersに使用されます。「RAWパーティション」も参照してください。





RAWパーティション

最小限のアクセス・レベルでアクセスされる物理ディスクの部分。拡張パーティションが作成され、論理パーティションがフォーマットされずに拡張パーティションに割り当てられた場合に作成されます。フォーマットが完了したパーティションは、クックド・パーティションと呼ばれます。「RAWデバイス」も参照してください。





Recovery Manager(RMAN)

データファイル、制御ファイルおよびアーカイブREDOログ・ファイルをバックアップ、コピー、リストアおよびリカバリできるツール。Oracleサーバーに含まれており、個別にインストールする必要はありません。RMANを、オペレーティング・システム(OS)のプロンプトからコマンドライン・ユーティリティとして起動するか、またはGUIベースのOracle Enterprise ManagerのBackup Managerを使用して起動します。






REDOスレッド

データベース・インスタンスによって生成されるREDO。





ローリング方式でのパッチの適用

1つのノード(またはノードのグループ)を停止し、パッチを適用してから再起動します。Real Application Clustersのすべてのノードにパッチが適用されるまで、各ノードに対してこの操作が繰り返されます。





実行時接続ロード・バランシング

接続プールに基づいてサービス接続を適切に決定することが可能になり、リクエストされたアプリケーションに現在のワークロードに基づいて最適なサービスを提供されます。ロード・バランシング・アドバイザにはJDBC、ODP.NETおよびOCIクライアントが統合されており、任意のクライアント環境を使用してランタイム接続ロード・バランシングを実行できます。





スケーラビリティ

Oracle Real Application Clustersアプリケーションにノードを追加し、大幅なスケールアップおよびスピードアップを実現する機能。






SCAN

クラスタの単一の名前またはネットワーク別名です。Oracle Database 11gのデータベース・クライアントは、SCANを使用してデータベースに接続します。SCANは、パブリック・クライアント接続を処理するクラスタ内の複数のリスナーに対応する、複数のIPアドレスに解決できます。





セキュア・シェル(SSH)

ネットワーク上のリモート・コンピュータにログインするためのプログラム。SSHを使用すると、リモート・コンピュータ上でコマンドを実行し、あるコンピュータから別のコンピュータにファイルを移動できます。SSHでは厳密認証が使用され、セキュアでないチャネル上での通信を保護します。





サーバー制御(SRVCTL)ユーティリティ

Server Management(SRVM)は、Oracle Enterprise ManagerをOracle Real Application Clustersで操作するために必要なコンポーネントを構成します。Intelligent Agent、グローバル・サービス・デーモン、SRVCTLなどのSRVMコンポーネントを使用すると、オープンなクライアント/サーバー・アーキテクチャを介して異機種間環境で実行されているクラスタ・データベースを、Oracle Enterprise Managerを使用して管理できます。





サーバー・プール

ポリシー管理データベースをサポートするグループにまとめた、クラスタ内のノードの論理的な分割。





サービス

Oracle RACデータベースで定義可能なエンティティ。サービスによって、データベースのワークロードをグループ化し、サービスを提供するために割り当てられた最適なインスタンスに作業をルーティングできます。





シェアード・エブリシング

すべてのインスタンスによってすべてのデータへのアクセスが共有されるデータベースのアーキテクチャ。





SINGLETONサービス

一度に1つのインスタンス上のみで実行されるサービス。サービスの分散トランザクション処理(DTP)プロパティを定義することによって、サービスを強制的にSINGLETONサービスにすることができます。





スプリット・ブレイン・シンドローム

複数のインスタンスによってクラスタ・データベースの制御が試行される状態。たとえば、2ノード環境で、一方のインスタンスによって更新の管理が試行され、もう一方のインスタンスによって同時に更新の管理が試行される状態です。





システム識別子(SID)

システム識別子(SID)は、実行中のOracleソフトウェアの特定のインスタンスを識別します。Oracle Real Application Clustersデータベースの場合、クラスタ内の各ノードにはデータベースを参照するインスタンスが存在します。





スレッド

各Oracleインスタンスには、固有のオンラインREDOログ・グループのセットがあります。これらのグループをオンラインREDOのスレッドと呼びます。Oracle Real Application Clusters以外の環境では、各データベースに、そのデータベースにアクセスするインスタンスに属するスレッドが1つのみ存在します。Oracle Real Application Clusters環境では、各インスタンスに個別のスレッドが存在し、これは固有のオンラインREDOログが各インスタンスに存在することを意味します。各スレッドには、固有の現行のログ・メンバーがあります。





スレッド番号

INSTANCE_NUMBER初期化パラメータで指定されたインスタンスで使用されるREDOスレッドの識別子。すべての使用可能なREDOスレッド番号を指定できますが、インスタンスでは別のインスタンスと同じスレッド番号は使用できません。





透過的アプリケーション・フェイルオーバー(TAF)

Oracle Real Application Clustersなどの高可用性環境を対象としたランタイム・フェイルオーバーであり、TAFはアプリケーションからサービスへの接続のフェイルオーバーおよび再確立を意味します。これにより、クライアント・アプリケーションは接続障害の発生時にデータベースに自動的に再接続でき、実行中だったSELECT文を再開することも可能です。この再接続は、Oracle Call Interface(OCI)ライブラリ内から自動的に実行されます。






投票ディスク

ノードのメンバーシップに関する情報を管理するファイル。
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3 Oracle Grid InfrastructureおよびOracle Real Application Clustersのインストール

この章では、Oracle Universal Installer(OUI)を使用して、Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)とOracle RAC One Nodeをインストールする方法について説明します。Oracle RACまたはOracle RAC One Nodeをインストールする前に、Oracle ClusterwareおよびOracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)から構成される、11gリリース2(11.2)のクラスタ用Oracle Grid Infrastructureソフトウェアをまずインストールする必要があります。Oracle ClusterwareおよびOracle ASMの作動開始後、OUIを使用してOracle RACコンポーネントとともにOracle Databaseソフトウェアをインストールできます。Oracle RAC One Nodeをインストールできるのは、Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)からです。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracleインストール・メディア・ファイルの準備


	
My Oracle Supportの資格証明の検証


	
クラスタ用のOracle Grid Infrastructureソフトウェアのインストール


	
Oracle Databaseソフトウェアのインストールおよびデータベースの作成


	
インストール後のタスクの実行


	
Oracle RACデータベースへのOracle Databaseの変換について






Oracleインストール・メディア・ファイルの準備

Oracle Clusterwareは、クラスタ用Oracle Grid Infrastructureソフトウェアの一部としてインストールされます。OUIによって、Oracle ClusterwareがGrid_homeと呼ばれるディレクトリ構造にインストールされます。このホームは、同じサーバー上にインストールされている他のOracleソフトウェア製品のホーム・ディレクトリとは異なります。Oracle Clusterwareはオペレーティング・システムと密接に連携して動作するため、一部のインストール・タスクではシステム管理者としての権限が必要になります。また、Oracle Clusterwareのプロセスには、特別なオペレーティング・システム・ユーザーであるrootとしての実行が必要な場合もあります。Oracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)は、Gridホーム・ディレクトリにもインストールされます。

Oracle RACソフトウェアはOracle Database 11gのインストール・メディアからインストールされます。標準的なOracle Database 11gソフトウェアのインストール・プロセスでは、クラスタ上でインストールを実行していることがOUIで認識されると、デフォルトでOracle RACオプションもインストールされます。OUIにより、Oracle RACはOracle_homeと呼ばれるディレクトリ構造内にインストールされます。このホームは、同じサーバー上にインストールされている他のOracleソフトウェア製品のホーム・ディレクトリとは異なります。


Oracle Media Installation Fileを準備するには、次の手順を実行します。

	
OracleソフトウェアをCDまたはDVD形式でお持ちの場合は、クラスタ用Oracle Grid Infrastructureのディスクをご使用のコンピュータのディスク・ドライブに挿入します。そのディスク・ドライブがオペレーティング・システム・レベルでマウントされていることを確認してください。Oracle Databaseソフトウェアのインストール中に、メディアを入れ替える必要があります。

インストール・ディスクがなく、かわりにZIPファイルからインストールする場合は手順2に進みます。


	
インストール・ソフトウェアが、1つ以上のZIPファイル形式の場合は、解凍後のファイルを格納するために、ノードの1つ(racnode1など)に次のようにしてステージング・ディレクトリを作成します。


mkdir -p /stage/oracle/11.2.0


	
このステージング・ディレクトリにZIPファイルをコピーします。たとえば、ファイルのダウンロード先が/home/user1というディレクトリで、ZIPファイルの名前が11200_linux_db.zipである場合、ZIPファイルをステージング・ディレクトリに移動するコマンドは次のようになります。


cd /home/user1
cp 11200_linux_db.zip /stage/oracle/11.2.0


	
最初のノードでoracleユーザーとして、次の例に示すようにOracleメディアを解凍します。


cd /stage/oracle/11.2.0
unzip 11200_linux_db.zip







	
参照:

	
「インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成」


	
「オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループについて」

















My Oracle Supportの資格証明の検証

初めてOUIを起動すると、電子メール・アドレスおよびMy Oracle Supportのパスワードを入力するように求められます。この情報を入力すると、次の機能が有効になります。

	
Oracle Configuration Managerがインストールされ構成されます。このオプションを使用すると、Oracle RAC構成に関する情報をMy Oracle Support(以前のOracle Metalink)アカウントに関連付けることができます。Oracleサポートにサービス・リクエストを提示する必要がある場合、この構成情報はサービス問題のより迅速な解決に役立つことがあります。


	
My Oracle Supportからのセキュリティ・アラートの電子メール通知


	
最新パッチの自動ダウンロードと、新しくインストールされたOracleソフトウェア(およびクラスタ用Oracle Grid InfrastructureまたはOracle Database)への適用。ダウンロード可能なソフトウェア更新には、パッチ、重要なパッチ更新、インストーラ更新およびパッチ・セットがあります。この機能は、Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)から使用可能です。




これらの機能を有効にするようにする場合は、My Oracle Supportアカウント名(電子メール・アドレス)とパスワードを指定する必要があります。ご使用のコンピュータをMy Oracle Supportに接続する前に、プロキシ設定を構成する必要がある場合があります。

ソフトウェア更新をダウンロードしてある場合は、ファイルをMy Oracle Supportからダウンロードするかわりに、ファイルが格納されているローカル・サーバーのディレクトリの場所を入力できます。インストール・プロセス中に、インストールされたソフトウェアにソフトウェア更新が適用されます。






クラスタ用のOracle Grid Infrastructureソフトウェアをインストールします。

次の各トピックで、Oracle ClusterwareおよびOracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)で構成されるクラスタ用のOracle Grid Infrastructureのインストール手順について説明します。

	
オペレーティング・システム環境の構成


	
クラスタ検証ユーティリティ修正スクリプトの概要


	
Oracle Universal Installerを使用したクラスタ用Oracle Grid Infrastructureのインストール


	
Oracle Clusterwareの構成の完了






オペレーティング・システム環境の構成

oracleユーザー・アカウントからOUIを実行します。OUIを起動してクラスタ用Oracle Grid Infrastructureをインストールする前に、oracleユーザーの環境を構成する必要はありません。インストール・プロセス中に、中央インベントリおよびGridホームに使用するディレクトリを指定できます。

ただし、ORACLE_BASE環境変数は、Oracleインベントリ・ファイルを配置するディレクトリに設定できます。たとえば、Oracle Databaseホーム・ディレクトリ/u01/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1を作成する場合、ORACLE_BASEをディレクトリ/u01/app/oracle/に設定します。インストール前にORACLE_BASEディレクトリを設定すると、これがOUIによって表示される中央インベントリのデフォルトの場所になります。

また、ORACLE_HOME環境変数をGridホーム用に選択した場所に設定できます。インストール前にORACLE_HOMEディレクトリを設定すると、これが、OUIの表示するGridホームのデフォルトの場所になります。


(オプション)クラスタ用Oracle Grid InfrastructureをOracle Linuxにインストールする前に、ユーザー環境を変更するには、次の手順を実行します。

	
oracleユーザーとして、次のコマンドを実行します。


[oracle]$ unset ORACLE_HOME
[oracle]$ unset ORACLE_SID
[oracle]$ unset ORACLE_BASE
[oracle]$ export ORACLE_BASE=/u01/app/oracle/
[oracle]$ export ORACLE_HOME=/u01/app/11.2.0/grid


	
次のコマンドを実行して、変更が加えられたことを確認します。


[oracle]$ echo $ORACLE_SID

[oracle]$ echo $ORACLE_HOME
/u01/app/11.2.0/grid
[oracle]$ echo $ORACLE_BASE
/u01/app/oracle/









クラスタ検証ユーティリティ修正スクリプトの概要

インストール中に特定の前提条件チェックが失敗した場合、「修正および再チェック」をクリックすると修正スクリプト(runfixup.sh)を生成できます。このとき、別のセッションでrootユーザーとして修正スクリプトを実行するようOUIによって求められます。OUIが指定したすべてのノードで、スクリプトを実行する必要があります。

修正スクリプトは次の処理を実行します。

	
次のカーネル・パラメータをチェックし正常なインストールに必要な値に設定します。

	
共有メモリー・パラメータ


	
セマフォ・パラメータ


	
オープン・ファイル記述子およびUDP送受信パラメータ





	
Oracleインベントリ(中央インベントリ)・ディレクトリに権限を設定します。


	
インストール所有者(必要に応じて、Oracle Inventoryディレクトリおよびオペレーティング・システムの権限グループ)のプライマリおよびセカンダリ・グループ・メンバーシップを再構成します。


	
必要に応じて、シェル制限に必須の値を設定します。




生成された修正スクリプトの内容を変更することはお薦めしません。




	
注意:

修正スクリプトを使用しても、クラスタ用Oracle Grid InfrastructureおよびOracle RACのインストールに必要な前提条件がすべて満たされるわけではありません。正常にインストールするには、第2章「クラスタの準備」で説明しているすべての要件が満たされていることを確認する必要があります。












Oracle Universal Installerを使用したクラスタ用Oracle Grid Infrastructureのインストール

最初のノードのクラスタ用Oracle Grid Infrastructureソフトウェア所有者(oracle)ユーザーとして、クラスタ用Oracle Grid Infrastructureをクラスタにインストールします。インストール中、OUIはセキュア・シェル(SSH)を使用してバイナリ・ファイルをこのノードから他のノードにコピーすることに注意してください。インストール中、OUIはユーザーにかわってSSHを構成できます。




	
注意:

単一インスタンスのOracle Database 11gがインストールされているサーバーにOracle Clusterwareをインストールするとき、既存のOracle ASMインスタンスがある場合はそのインスタンスを停止します。Oracle Clusterwareのインストール後に、このOracle ASMインスタンスを再起動します。単一インスタンスのOracle Databaseを再起動した後で、Oracle ASMインスタンスを再起動すると、Oracle ASMインスタンスでは、単一インスタンスのOracle Databaseのデーモンではなく、クラスタ同期サービス・デーモン(CSSD)を使用します。








クラスタ用Oracle Grid Infrastructureソフトウェアをインストールするには、次の手順を実行します。

	
次のコマンドを使用してOUIを起動します。ここで、staging_areaはディスク上のステージング領域の場所、またはインストール・メディアのルート・レベルを表します。


cd /staging_area/clusterware/Disk1
./runInstaller


数分後、「インストール・オプションの選択」ウィンドウが表示されます。


	
「クラスタ用のGrid Infrastructureのインストールおよび構成」オプションを選択して、「次へ」をクリックします。

「インストール・タイプの選択」ウィンドウが表示されます。


	
「標準インストール」を選択して、「次へ」をクリックします。

「クラスタ構成の指定」ウィンドウが表示されます。


	
「SCAN名」フィールドに、エンタープライズ・ネットワーク全体で一意のクラスタ名を入力します。たとえば、ノード名の共通の接頭辞を元にした名前を選択できます。このマニュアルでは、SCAN名としてdocracを使用します。

クラスタ・ノードの表の「ホスト名」列に、racnode1.example.comなどのローカル・ノードが表示されます。「追加」をクリックして、他のノードをクラスタに追加します。

「クラスタ・ノードの情報の追加」ポップアップ・ウィンドウが表示されます。




	
注意:

Oracle RAC One Nodeを使用する予定であっても、インストール中に両方のノードを指定します。








	
2番目のノードのパブリック名(racnode2)および仮想IP名(racnode2-vip)を入力して、「OK」をクリックします。

「クラスタ構成の指定」ウィンドウに戻ります。


	
クラスタ・ノードの表に両方のノードが表示されます。「ネットワーク・インタフェースの特定」ボタンをクリックします。「ネットワーク・インタフェースの特定」ウィンドウで、それぞれインタフェースに正しいインタフェース・タイプ(「パブリック」または「プライベート」)が関連付けられていることを確認します。Oracle Clusterwareで使用しないネットワーク・インタフェースがある場合、ネットワーク・インタフェース・タイプを「使用しない」に設定します。

両方のノードが選択されていることを確認して、ウィンドウ下部にある「SSH接続」ボタンをクリックします。

ウィンドウの下部パネルに、「SSH接続」情報が表示されます。


	
Oracleソフトウェア所有者(oracle)に対するオペレーティング・システムのユーザー名およびパスワードを入力します。ノード間のSSH接続が構成されている場合は、「ユーザー・ホームに存在するプライベートおよびパブリック・キーを再使用します」オプションを選択します。「設定」をクリックします。

ノード間のSSH接続の構成に数分かかる可能性があること示すメッセージ・ウィンドウが表示されます。しばらくすると、クラスタ・ノード間にパスワード不要のSSH接続が確立したことを示す別のメッセージ・ウィンドウが表示されます。「OK」をクリックして続行します。


	
「クラスタ構成の指定」ウィンドウに戻ったら、「次へ」をクリックして続行します。

いくつかのチェックを実行した後、「インストール場所の指定」ウィンドウが表示されます。


	
このページで次のアクションを実行します。

	
「Oracleベース」フィールドに、Oracleベース・ディレクトリとして選択する場所が設定されていることを確認します(たとえば、/u01/app/oracle/)。設定されていない場合は、「参照」をクリックします。「ディレクトリの選択」ウィンドウで、パスを上に移動して/u01/app/oracle/ディレクトリを選択し、「ディレクトリの選択」をクリックします。


	
「ソフトウェアの場所」フィールドに、Gridホームとして選択する場所が設定されていることを確認します(たとえば、/u01/app/11.2.0/grid)。設定されていない場合は、「参照」をクリックします。「ディレクトリの選択」ウィンドウで、パスを上に移動して/u01/app/11.2.0/gridを選択し、「ディレクトリの選択」をクリックします。


	
「Cluster Registryの記憶域のタイプ」に対して、「自動ストレージ管理」を選択します。


	
「SYSASMパスワード」および「パスワードの確認」フィールドに、SYSASMユーザー用のパスワードを入力します。このパスワードは、インストール後にOracle ASMを管理するために使用するので、安全な場所にメモしておいてください。


	
「OSASMグループ」では、ドロップダウン・リストを使用して、Oracle ASMを管理するためのオペレーティング・システム・グループを選択します(たとえば、dba)。




このページのすべてのフィールドに情報を指定した後、「次へ」をクリックします。

「ASMディスク・グループの作成」ページが表示されます。


	
「ディスク・グループ名」フィールドに、ディスク・グループの名前を入力します(たとえば、DATA)。このディスク・グループの冗長レベルを選択して、「ディスクの追加」セクションで、このディスク・グループに追加するディスクを選択します。

「ディスクの追加」セクションに、第2章でASMLIBユーティリティを使用して構成したディスクが表示されます。

このディスク・グループに対するディスクを選択したら、「次へ」をクリックします。

以前にこのコンピュータにOracleソフトウェアをインストールしていない場合は、「インベントリの作成」ページが表示されます。


	
必要に応じて、インベントリ・ディレクトリのパスを変更します。このマニュアルと同じディレクトリ名を使用している場合は、/u01/app/oraInventoryという値が表示されます。oraInventoryグループ名はoinstallと表示されます。




	
注意:

インベントリ・ディレクトリに表示されるパスは、Oracleベース・ディレクトリより1つ上のレベルのディレクトリのoraInventoryサブディレクトリです。たとえば、OUIを起動する前に、ORACLE_BASE環境変数を/u01/app/oracle/に設定した場合、表示されるOraInventoryパスは/u01/app/oraInventoryです。







「次へ」をクリックします。「前提条件チェックの実行」ウィンドウが表示されます。


	
このチェックで「失敗」のステータスがあり、「修正可能」列に「はい」の値がある場合は、そのチェック(「OSカーネル・パラメータ:file-max」など)を選択し、修正して再確認ボタンをクリックします。これにより、インストーラは問題を修正するためのシェル・スクリプトを作成するように指示されます。問題を修正するには、指定されたスクリプトを、示されたノードでrootユーザーとして実行する必要があります。各ノードでスクリプトの実行を終えたら、「OK」をクリックします。

すべての修正可能なチェックのステータスが「成功」になるまで繰り返します。

[image: grid_install_fixup.gifの説明が続きます。]



他にも失敗したチェックがあるが、「修正可能」フィールドに「はい」の値がない場合は、別のウィンドウでこれらの要件を満たすようにノードを構成する必要があります。必要な調整を行った後、このOUIウィンドウに戻って「再チェック」をクリックします。すべてのチェックのステータスが「成功」になるまで必要な回数繰り返します。「次へ」をクリックします。

「サマリー」ウィンドウが表示されます。


	
「サマリー」ウィンドウの内容を確認してから、「終了」をクリックします。

インストール・プロセスを監視できる進捗インジケータがOUIで表示されます。


	
インストール・プロセスの一環として、表示される「構成スクリプトの実行」ウィンドウで指定されているように、rootユーザーとして特定のスクリプトを実行する必要があります。スクリプトを実行するまで、「OK」をクリックしないでください。

[image: grid_install_root_sh.gifの説明が続きます。]



「構成スクリプトの実行」ウィンドウには、構成スクリプトとその構成スクリプトの場所のパスが表示されます。そのスクリプトをすべてのノードで、表示された順序で指示どおりに実行します。たとえば、Oracle Linux上では次の手順を実行します(この例では、説明をわかりやすくするために、プロンプトの現在のユーザー、ノードおよびディレクトリを示しています)。

	
racnode1でoracleユーザーとして、端末ウィンドウを開き、次のコマンドを入力します。


[oracle@racnode1 oracle]$ cd /u01/app/oraInventory
[oracle@racnode1 oraInventory]$ su


	
rootユーザーのパスワードを入力し、次のコマンドを入力して最初のスクリプトをracnode1で実行します。


[root@racnode1 oraInventory]# ./orainstRoot.sh


	
racnode1でorainstRoot.shスクリプトが終了した後、別の端末ウィンドウを開き、oracleユーザーとして次のコマンドを入力します。


[oracle@racnode1 oracle]$ ssh racnode2
[oracle@racnode2 oracle]$ cd /u01/app/oraInventory
[oracle@racnode2 oraInventory]$ su


	
rootユーザーのパスワードを入力し、次のコマンドを入力して最初のスクリプトをracnode2で実行します。


[root@racnode2 oraInventory]# ./orainstRoot.sh


	
racnode2でorainstRoot.shスクリプトが終了した後、手順15aで開いた端末ウィンドウに移動します。racnode1でrootユーザーとして次のコマンドを入力し、2番目のスクリプトであるroot.shを実行します。


[root@racnode1 oraInventory]# cd /u01/app/11.2.0/grid
[root@racnode1 grid]# ./root.sh


プロンプトで[Enter]を押して、デフォルト値を受け入れます。




	
注意:

最初のノードでroot.shスクリプトを実行し、完了するまで待機する必要があります。スクリプトを実行した最後のノードを除いて、他のすべてのノードでroot.shスクリプトを同時に実行できます。最後のノードでは、最初のノードと同様に、root.shスクリプトを個別に実行する必要があります。








	
racnode1でroot.shスクリプトが終了した後、手順15cで開いた端末ウィンドウに移動します。racnode2のrootユーザーとして、次のコマンドを入力します。


[root@racnode2 oraInventory]# cd /u01/app/11.2.0/grid
[root@racnode2 grid]# ./root.sh




プロンプトで[Enter]を押して、デフォルト値を受け入れます。

root.shスクリプトが終了した後、orainstRoot.shおよびroot.shスクリプトの実行を求められたOUIのウィンドウに戻ります。「OK」をクリックします。

ソフトウェア・インストールの監視ウィンドウが表示されます。


	
「終了」ウィンドウが表示されるまで、インストールの監視を続けます。次に、「閉じる」をクリックし、インストール・プロセスを完了してインストーラを終了します。







	
注意:

インストールの完了後、Oracleソフトウェアがサーバーで動作している間は、/tmp/.oracleまたは/var/tmp/.oracleディレクトリ、またはそれらのディレクトにあるファイルを手動またはcronジョブの実行によって削除しないでください。これらのファイルを削除すると、Oracleソフトウェアが断続的に停止する場合があります。Oracle Clusterwareのインストールが失敗し、次のエラーが表示されることがあります。
CRS-0184: CRSデーモンと通信できません。














Oracle Clusterwareの構成の完了

Oracle Clusterwareのインストール後、ノード・アプリケーションが起動していることを確認します。使用するオペレーティング・システムによっては、Oracle Clusterwareコンポーネントを適切に構成するために、インストール後のタスクをいくつか実行する必要がある場合があります。


Oracle Linux上でOracle Clusterwareの構成を完了するには、次の手順を実行します。

	
最初のノード上のoracleユーザーとして、次のコマンドを入力することにより、Oracle Clusterwareターゲットのステータスをチェックします。


/u01/app/11.2.0/grid/bin/crsctl check cluster -all


このコマンドによって、すべての重要なクラスタ・サービス(gsd、ons、vipなど)がクラスタのノード上で起動されているかどうかを示す結果が出力されます。


	
表示される出力に、クラスタの各ノードについて、Oracle Clusterwareデーモンがオンラインになっていることが示されます。


******************************************************************
racnode1:
CRS-4537: Cluster Ready Services is online
CRS-4529: Cluster Synchronization Services is online
CRS-4533: Event Manager is online
******************************************************************
racnode2:
CRS-4537: Cluster Ready Services is online
CRS-4529: Cluster Synchronization Services is online
CRS-4533: Event Manager is online

******************************************************************


1つ以上のOracle Clusterwareリソースがオフラインであると表示される場合、または表示されないリソースがある場合は、Oracle Clusterwareソフトウェアが正しくインストールされていません。











Oracle Databaseソフトウェアのインストールおよびデータベースの作成

クラスタ用Oracle Grid Infrastructureソフトウェアが機能するようになったので、クラスタのノードにOracle Databaseソフトウェアをインストールできます。OUIはソフトウェアをローカル・ノードにインストールし、その後で、そのローカル・ノードからクラスタ内の他のすべてのノードにバイナリ・ファイルをコピーします。

次の項では、Oracle Databaseソフトウェアのインストール、およびOracle RACデータベースまたはOracle RAC One Nodeデータベースの作成のプロセスについて説明します。

	
オペレーティング・システム環境の構成


	
他のOracle ASMディスク・グループの作成


	
Oracle Universal Installerを使用したOracle RACソフトウェアのインストール


	
Oracle RACデータベースのインストールの検証







	
参照:

	
「クラスタ用のOracle Grid Infrastructureソフトウェアのインストール」


	
「クラスタ用Oracle Grid InfrastructureおよびOracle RACについて」


	
「インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成」














オペレーティング・システム環境の構成

oracleユーザー・アカウントからOUIを実行します。OUIを起動する前に、oracleユーザーの環境を構成する必要はありません。

ただし、ORACLE_BASE環境変数は、Oracleインベントリ・ファイルを配置するディレクトリに設定できます。たとえば、Oracle Databaseホーム・ディレクトリ/u01/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1を作成する場合、ORACLE_BASEをディレクトリ/u01/app/oracle/に設定します。インストール前にORACLE_BASEディレクトリを設定すると、これがOUIによって表示される中央インベントリのデフォルトの場所になります。

また、ORACLE_HOME環境変数をOracle Databaseホーム用に選択した場所に設定できます。インストール前にORACLE_HOMEディレクトリを設定すると、これが、OUIの表示するGridホームのデフォルトの場所になります。


(オプション)Oracle DatabaseソフトウェアをOracle Linuxにインストールする前に、ユーザー環境を変更するには、次の手順を実行します。

	
oracleユーザーとして、次のコマンドを実行します。


[oracle]$ unset ORACLE_SID
[oracle]$ export ORACLE_BASE=/u01/app/oracle/
[oracle]$ export ORACLE_HOME=/u01/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1


	
次のコマンドを実行して、変更が加えられたことを確認します。


[oracle]$ echo $ORACLE_SID

[oracle]$ echo $ORACLE_HOME
/u01/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1
[oracle]$ echo $ORACLE_BASE
/u01/app/oracle/


	
クラスタ用Oracle Grid Infrastructureソフトウェアをインストールします。









他のOracle ASMディスク・グループの作成

クラスタ用Oracle Grid Infrastructureのインストール中に、Oracle ClusterwareファイルをOracle ASMに格納することを選択した場合は、単一のディスク・グループがOracle ASMに作成されます。この同じディスク・グループを使用して、Oracle Database用のデータファイルを格納できます。

Oracle Databaseファイルまたは高速リカバリ領域用に個別のディスク・グループを使用する場合は、Oracle Databaseソフトウェアをインストールする前に、別のOracle ASMディスク・グループを作成する必要があります。


ASMCAを使用して他のディスク・グループを作成するには、次の手順を実行します。

	
「インストール・ディレクトリおよび共有記憶域の構成」の説明に従って、Oracle ASMで使用するディスクまたはデバイスを用意します。


	
GridホームからOracle Automatic Storage Configuration Assistant(ASMCA)を起動します。


/u01/app/11.2.0/grid/bin/asmca


Oracle ASM Configuration Assistantが起動し、「ディスク・グループ」ウィンドウが表示されます。


	
ウィンドウの左下にある「作成」ボタンをクリックして、ディスク・グループを作成します。

「ディスク・グループの作成」ウィンドウが表示されます。


	
次の情報を指定します。

	
「ディスク・グループ名」フィールドに、新しいディスク・グループの名前を入力します(たとえば、FRA)。


	
「冗長性」レベルを選択します(たとえば、「通常」)。


	
新しいディスク・グループに含めるディスクを選択します。

Oracle ASMで使用するディスクをASMLIBを使用して構成した場合、「候補を表示」オプションを選択していれば、使用可能なディスクが表示され、それらの「ヘッダー・ステータス」は「プロビジョニング済」です。




情報をすべて指定した後、「OK」をクリックします。「ディスク・グループ: 作成」というタイトルの進行状況を示すウィンドウが表示されます。数分後、ディスク・グループが正常に作成されたことを示すメッセージが表示されます。「OK」をクリックして続行します。


	
手順3と4を繰り返して別のディスク・グループを作成するか、または「終了」をクリックして「はい」を選択すると、ユーティリティが終了します。









Oracle Universal Installerを使用したOracle RACソフトウェアのインストール

オペレーティング・システム環境を構成した後、Oracle Universal Installerを使用して、Oracle RACソフトウェアをインストールし、Oracle RACデータベースを作成できます。Oracle RAC One Nodeを使用する予定がある場合は、データベースを作成せずに、まずOracle RACソフトウェアをインストールする必要があります。インストールが完成したら、Database Configuration Assistant(DBCA)を使用して、Oracle RAC One Nodeデータベースを作成します。


クラスタ上にOracle Databaseソフトウェアをインストールし、データベースを作成するには、次の手順を実行します。

	
oracleユーザーとして、次のコマンドを使用してOUIを起動します。ここで、staging_areaは、ディスク上のステージング領域の場所か、マウントされているインストール・ディスクの場所です。


cd /staging_area
./runInstaller


Oracle Universal Installerを起動すると、「セキュリティ・アップデートの構成」ウィンドウが表示されます。


	
(オプション)電子メール・アドレスおよびMy Oracle Supportパスワードを入力し、「次へ」をクリックして続行します。

インストールするソフトウェアについて新しく見つかったセキュリティ問題に関する通知を電子メールで受け取るには、「電子メール」フィールドに電子メール・アドレスを入力します。セキュリティ更新もMy Oracle Supportを介して受け取るには、My Oracle Supportに登録されているものと同じ電子メール・アドレスを使用し、「セキュリティ・アップデートをMy Oracle Support経由で受け取ります」オプションを選択し、My Oracle Supportのログイン・パスワードを「My Oracle Supportのパスワード」フィールドに入力します。

電子メール・アドレスを指定すると、Oracle Configuration Manager(OCM)ツールもインストールされます。サービス・リクエストを作成する際に、このユーティリティはシステムの構成情報をOracleサポート・サービスに提供します。インストール後にOCMツールを無効にできますが、使用することをお薦めします。OCMは、テクニカル・サポートのコンタクト情報を除き、あらゆる個人情報、またはソフトウェア環境に存在するいかなる業務データファイルもアクセス、収集または保存しません。OCMについての詳細は、http://www.oracle.com/technology/documentation/ocm-092152.htmlを参照してください。

「次へ」をクリックすると、「インストール・オプションの選択」ウィンドウが表示されます。


	
Oracle RACデータベースを作成する場合は、「データベースの作成および構成」を選択します。Oracle RAC One Nodeデータベースを作成する場合は、「データベース・ソフトウェアのみインストール」を選択します。「次へ」をクリックして続行します。

「システム・クラス」ウィンドウが表示されます。


	
「サーバー・クラス」を選択して、「次へ」をクリックします。

デスクトップ・クラス・オプションを選択すると、OUIは、クラスタ・データベースではなく単一インスタンス・データベースをインストールします。

「ノードの選択」画面が表示されます。


	
「Real Application Clustersデータベース」インストール・タイプを選択します。

Oracle DatabaseソフトウェアをインストールしOracle RACインスタンスを作成するノードを選択します。デフォルトで、クラスタ内の選択可能なノードがすべて選択されます。




	
注意:

Oracle RAC One Nodeデータベースを作成している場合であっても、インストール中に両方のノードを選択します。







ウィンドウの下部にある「SSH接続」ボタンをクリックします。ウィンドウの下部パネルに、「SSH接続」情報が表示されます。


	
クラスタ用Oracle Grid Infrastructureインストールに対してノード間のSSH接続を構成したので、「ユーザー・ホームに存在するプライベートおよびパブリック・キーを再使用します」オプションを選択します。共有ストレージ上にあるホーム・ディレクトリのネットワーク・ユーザーを使用している場合は、「ユーザー・ホームは選択したノードで共有されます」オプションも選択します。「テスト」をクリックします。

クラスタ・ノード間にパスワード不要のSSH接続が確立されていることを示すメッセージ・ウィンドウが表示されます。「OK」をクリックして続行します。


	
「ノードの選択」ウィンドウに戻ったら、「次へ」をクリックして続行します。

「インストール・タイプの選択」ウィンドウが表示されます。


	
「標準インストール」オプションを選択し、「次へ」をクリックします。

通常インストールの場合、必要な入力は最小限です。この場合、ソフトウェアがインストールされ、一般用途のデータベースが作成されます。「拡張」インストール・タイプ(このガイドには記載されていません)を選択すると、データベースの構成方法に関する情報を指定するよう求められます。たとえば、ユーザー・アカウントごとの個別のパスワード設定、初期データベース用の別のテンプレートの選択、データベースに対するデフォルト以外の言語の選択などが可能です。

「標準インストール構成」ウィンドウが表示されます。


	
このウィンドウでは、次の情報を指定します。

	
「Oracleベースの場所」: デフォルト値は/u01/app/oracle/です。ORACLE_BASE環境変数を設定しておらず、またデフォルトの場所が選択したディレクトリの場所と異なる場合、Oracleベースのディレクトリを入力するか、「参照」ボタンをクリックしてディレクトリ・パスを変更します。


	
「ソフトウェアの場所」: インストールを開始する前に、ORACLE_HOME環境変数を設定しなかった場合、Oracleホーム用のディレクトリを入力するか、「参照」ボタンをクリックしてディレクトリ・パスを変更します。


	
「記憶域のタイプ」: このドロップダウン・リストでは、「自動ストレージ管理(ASM)」を選択します。Oracle ASMを使用しない場合は、「ファイルシステム」を選択します。Oracle ASMはクラスタ用Oracle Grid Infrastructureとともにインストールされるので、Oracle Automatic Storage Managementがデフォルト値です。


	
「データベース・ファイルの位置」: データベース・ファイルを格納するためのディスク・グループを選択します。Oracle Clusterwareで使用するディスク・グループと同じものを使用できます。Oracle Clusterwareファイルの格納に現在使用しているディスク・グループと同じものを使用しない場合は、インストールを終了し、Oracle ASMユーティリティを使用して新規ディスク・グループを作成する必要があります。ディスク・グループの作成の詳細は、「他のOracle ASMディスク・グループの作成」を参照してください。

「ファイルシステム」記憶域タイプを選択した場合は、データベース・ファイルを作成する共有ストレージのディレクトリの場所を入力します。


	
「ASMSNMPパスワード」: ASMSNMPユーザーのパスワードを入力します。ASMSNMPユーザーは、Oracle ASMインスタンスを監視するために主にOracle Enterprise Managerによって使用されます。ASMSNMPユーザーの詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。

「記憶域のタイプ」で「ファイルシステム」を選択した場合は、このフィールドは無効になります。


	
「データベースのエディション」: このドロップダウン・リストから「Enterprise Edition」または「Standard Edition」を選択します。選択肢の次にあるカッコ内の数字は、必要なディスク領域の大きさを示します。


	
「OSDBAグループ」: このドロップダウン・リストから、データベース管理用のオペレーティング・システム・グループを選択します(たとえば、dba)。


	
「グローバル・データベース名」: データベースの完全修飾グローバル名を入力します。グローバル・データベース名は、ORACLE_SID.DB_DOMAINの形式です(たとえば、orcl.example.com)。




	
注意:

ORACLE_SIDの最初の8文字は、各データベースの一意の識別子である必要があります。SID接頭辞には、アンダースコア(_)、ドル($)またはシャープ(#)文字を含めることはできません。Oracle RACデータベースのORACLE_SIDの合計の長さは最大8文字です。








	
「管理パスワード」: SYS、SYSTEMおよびDBSNMPなどの管理アカウントで使用するパスワードを入力します。


	
「パスワードの確認」: このフィールドに同じパスワードを入力します。




必要な情報をすべて指定した後、「次へ」をクリックします。「前提条件チェックの実行」ウィンドウが表示されます。


	
しばらくすると、「サマリー」ウィンドウが表示されます。この画面の情報を確認し、「終了」をクリックして続行します。

サマリー・ウィンドウの情報が正しくない場合、「戻る」ボタンを使用して前のウィンドウに戻り、修正します。

「終了」をクリックすると、OUIがインストール開始を示す進捗インジケータを表示します。この手順が完了するまで数分かかります。


	
各ノードにソフトウェアがインストールされた後、データベースの作成オプションを選択すると、OUIはDatabase Configuration Assistant(DBCA)を起動します。このユーティリティは、手順9で指定したグローバル・データベース名を使用してデータベースを作成します。データベース作成の最後に、Database Controlコンソール用のURLなどのデータベース構成情報を表示するDBCAウィンドウが表示されます。

「パスワード管理」ボタンもあり、これをクリックするとデータベースのユーザー・アカウントのロック解除またはデフォルト・パスワードの変更が可能です。

このウィンドウの情報をメモした後、「OK」をクリックします。

手順2で情報を指定した場合、OUIはOracle Configuration Managementを構成します。

ソフトウェアのみのインストールを実行するように選択すると、Database Configuration Assistantは起動されません。個別にDBCAを実行して、Oracle RAC One Nodeデータベースを作成する必要があります。




	
参照:

DBCAを使用してOracle RAC One Nodeデータベースを作成する方法の詳細は、LinuxおよびUNIX向けのOracle Real Application Clustersインストレーション・ガイドまたは他のプラットフォームのガイドを参照してください。








	
インストール・プロセスの最後の手順では、「構成スクリプトの実行」ウィンドウで指定されたように、両方のノードでroot.shスクリプトを実行するタスクの実行を求められます。すべてのノードのスクリプトを実行するまで、「OK」はクリックしないでください。

[image: rac_install_7.gifの説明が続きます。]



root.shスクリプトを実行するには、次の手順を実行します(この例では、わかりやすくするために、プロンプトに現在のユーザー、ノードおよびディレクトリを示しています)。

	
端末ウィンドウを開きます。最初のノードでoracleユーザーとして次の操作を実行します。ディレクトリをOracleホーム・ディレクトリに変更し、次のコマンドを入力することによって、rootユーザーに切り替えます。


[oracle@racnode1 oracle]$ cd /u01/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1
[oracle@racnode1 dbhome_1]$ su


	
rootユーザーのパスワードを入力し、「構成スクリプトの実行」ウィンドウで指定されたスクリプトを実行します。


[root@racnode1 dbhome_1]# ./root.sh





	
注意:

root.shスクリプトを、Oracle RACのインストールまたはアップグレード用のクラスタ内のすべてのノードで同時に実行できます。








	
root.shスクリプトが実行されると、ローカルbinディレクトリへのパスを指定するよう促されます。大カッコ内の情報は、システム構成から取得された情報です。また、dbhome、oraenvおよびcoraenvファイルも/usr/local/binディレクトリに書き込まれます。これらのファイルがすでに存在する場合、これらを上書きするかどうか尋ねられます。これに回答した後、[Enter]キーを押します。デフォルトの選択肢のままにするには、何も入力せずに[Enter]キーを押します。


	
次のようなコマンドを入力し、他のノードでスクリプトを実行します。


[root@racnode1 dhome_1]# exit
[oracle@racnode1 dhome_1]$ ssh racnode2
[oracle@racnode2 ~]$ cd /u01/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1
[oracle@racnode2 dbhome_1]$ su


	
rootユーザーのパスワードを入力し、「構成スクリプトの実行」ウィンドウで指定されたスクリプトを実行します。


[root@racnode2 dbhome_1]# ./root.sh


	
各プロンプトに応答した後、[Enter]キーを押します。


	
root.shスクリプトが完了すると、次のメッセージが表示されます。

[image: install030.gifの説明が続きます。]





すべてのノードでスクリプトの実行が終了した後、「構成スクリプトの実行」ウィンドウに戻り、「OK」をクリックします。

「製品のインストール」ウィンドウが表示されます。


	
「次へ」をクリックして、インストールを完了します。

「終了」ウィンドウが表示され、Enterprise Manager Database ControlのURLも表示されます。


	
「閉じる」をクリックしてインストーラを終了します。







	
参照:

	
「オペレーティング・システム環境の構成」


	
「Oracle RACデータベースのインストールの検証」


	
「インストール後のタスクの実行」


	
「RDBMSパッチのダウンロードとインストールの概要」


	
Oracle ASMでのディスク・グループの構成の詳細は、『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』を参照してください。

















Oracle RACデータベースのインストールの検証

インストール時にOracle RACデータベースの作成を選択した場合、この時点で、すべてのデータベース・サービスが起動し、実行中であることを確認する必要があります。


Oracle RACデータベースが起動されていることを確認するには、次の手順を実行します。

	
oracleユーザーとしてログインし、Grid_home/binディレクトリに移動します。


[oracle] $ cd /u01/app/11.2.0/grid/bin


	
次のコマンドを実行してOracle Clusterwareが管理しているリソースのうち文字列「ora」を含むリソースのステータスを確認します。


[oracle] $ ./crsctl status resource -w "TYPE co 'ora'" -t


コマンドの出力は、Oracle Clusterware、Oracle ASMおよびOracle Databaseのリソースを各ホストで(オンラインで)使用できることを示します。次の例のように出力されます。


------------------------------------------------------------------------------
NAME              TARGET STATE    SERVER            STATE_DETAILS
------------------------------------------------------------------------------
Local Resources
------------------------------------------------------------------------------
ora.DATA.dg
                  ONLINE  ONLINE   racnode1
                  ONLINE  ONLINE   racnode2

ora.LISTENER.lsnr
                  ONLINE  ONLINE   racnode1
                  ONLINE  ONLINE   racnode2

ora.asm

                  ONLINE  ONLINE   racnode1          Started
                  ONLINE  ONLINE   racnode2          Started

ora.eons
                  ONLINE  ONLINE   racnode1
                  ONLINE  ONLINE   racnode2

ora.gsd
                  OFFLINE OFFLINE   racnode1
                  OFFLINE OFFLINE   racnode2

ora.net1.network
                  ONLINE  ONLINE   racnode1
                  ONLINE  ONLINE   racnode2

ora.ons
                  ONLINE  ONLINE   racnode1
                  ONLINE  ONLINE   racnode2
ora.registry.acfs
                  ONLINE  ONLINE   racnode1
                  ONLINE  ONLINE   racnode2
------------------------------------------------------------------------------
Cluster Resources
------------------------------------------------------------------------------
ora.LISTENER_SCAN1.lsnr
      1           ONLINE  ONLINE   racnode1
ora.oc4j
      1           OFFLINE OFFLINE
ora.orcl.db
      1           ONLINE  ONLINE   racnode1            Open
      2           ONLINE  ONLINE   racnode2            Open
ora.racnode1.vip
      1           ONLINE  ONLINE   racnode1
ora.racnode2.vip
      1           ONLINE  ONLINE   racnode2
ora.scan1.vip
      1           ONLINE  ONLINE   racnode1







	
注意:

インストールの完了後、Oracleソフトウェアがサーバーで動作している間は、/tmp/.oracleまたは/var/tmp/.oracleディレクトリ、またはそれらのディレクトにあるファイルを手動またはcronジョブの実行によって削除しないでください。これらのファイルを削除すると、Oracleソフトウェアが断続的に停止する場合があります。Oracle Clusterwareのインストールが失敗し、次のエラーが表示されます。
CRS-0184: CRSデーモンと通信できません。
















インストール後のタスクの実行

Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)ソフトウェアをインストールし、Oracle RACデータベースを作成した後には、クラスタ・データベースの使用準備を完了する前に、追加で実行するタスクがあります。これらの手順をお薦めしていますが、必須ではありません。

この項の内容は次のとおりです。

	
Oracle Clusterwareインストールの検証について


	
DBCAを使用したOracle RACデータベースの作成


	
インストール・ファイルのバックアップ


	
Oracle Enterprise Managerの動作の確認


	
RDBMSパッチのダウンロードとインストールの概要


	
ユーザー・アカウントの構成について






Oracle Clusterwareインストールの検証について

Oracle Clusterwareのインストールが完了した後、OUIではConfiguration Assistantとしてクラスタ検証ユーティリティ(CVU)が自動的に実行され、Clusterwareのインストールが正常に完了したことが確認されます。

CVUによって構成の問題が報告される場合は、続行する前にこれらのエラーを修正します。




	
参照:

	
CVUの使用方法および構成の問題の解決方法については、『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』を参照してください。


	
「Oracle RACデータベースのインストールの検証」

















DBCAを使用したOracle RACデータベースの作成

インストール時にOracle RACデータベースを作成するオプションを選択していない場合は、Oracle RACソフトウェアが正常にインストールされたことを確認した後、DBCAを使用してOracle RACデータベースを作成する必要があります。Oracle RACデータベースの作成手順は、Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイドに記載されています。






インストール・ファイルのバックアップ

インストール時に使用される特定のファイルは、インストールされるソフトウェアを操作するうえで非常に重要です。ハードウェアの障害に備え、これらのファイルをバックアップし、インストールされるソフトウェアとは別の場所に保管することが重要です。

	
root.shスクリプトのバックアップについて


	
emkey.oraファイルのバックアップの概要







	
参照:

	
「Oracle RACデータベースのバックアップおよびリカバリの概要」


	
「Oracle Real Application Clustersデータベースのバックアップの実行」


	
「インストール後のタスクの実行」














root.shスクリプトのバックアップについて

インストールの完了後は、root.shスクリプトをバックアップすることをお薦めします。他の製品を同じOracleホーム・ディレクトリにインストールした場合、既存のroot.shスクリプトの内容がインストール中にOUIによって更新されます。元のroot.shスクリプトに含まれていた情報が必要な場合は、その情報をroot.shバックアップ・コピーからリカバリできます。




	
参照:

	
「Oracle Universal Installerを使用したクラスタ用Oracle Grid Infrastructureのインストール」


	
「インストール後のタスクの実行」

















emkey.oraファイルのバックアップの概要

このマニュアルで説明するインストール中に、Enterprise Manager Database Control管理リポジトリが保護モードに置かれます。すべてのEnterprise Managerデータが、ファイルemkey.oraに格納された暗号化鍵を使用して暗号化されます。このファイルが破損または失われ、バックアップからリストアできない場合、既存のEnterprise Managerリポジトリは使用できなくなります。

emkey.oraファイルは、Oracle_home/<node_name>_<Database_name>/sysman/configディレクトリに配置されます。たとえば、racnode2サーバーで、orcl.example.comデータベースの暗号化鍵ファイルは/u01/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1/racnode2_orcl/sysman/config/emkey.oraディレクトリに配置されます。








Oracle Enterprise Managerの動作の確認

Oracle RACデータベースを作成してDatabase Controlによるデータベース管理を選択すると、Oracle Enterprise Manager Database Controlユーティリティのインストールおよび構成が自動的に行われます。


新しいOracle RAC環境でOracle Enterprise Manager Database Controlが起動されていることを検証するには、次の手順を実行します。

	
ORACLE_UNQNAME環境変数が、接続先データベースの一意の名前(たとえば、orcl)に設定されていることを確認します。また、ORACLE_HOME環境変数が、インストールしたOracle Databaseソフトウェアの場所に設定されていることを確認します。


$ export ORACLE_UNQNAME=orcl
$ echo $ORACLE_HOME
/u01/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1

$ echo $ORACLE_UNQNAME
orcl


	
Oracle_home/binディレクトリに移動します。


	
oracleユーザーとして次のコマンドを実行します。


./emctl status dbconsole


Oracle Enterprise Manager Control(EMCTL)ユーティリティに、現行のノードにDatabase Controlコンソールの現在のステータスが表示されます。


Oracle Enterprise Manager 11g Database Control Release 11.2.0.1.0
Copyright (c) 1996, 2009 Oracle Corporation.  All rights reserved.
https://racnode1.example.com:1158/em/console/aboutApplication
Oracle Enterprise Manager 11g is running.
------------------------------------------------------------------
Logs are generated in directory /u01/app/oracle/product/11.2.0/dbhome_1/racnode1_orcl/sysman/log


	
EMCTLユーティリティでDatabase Controlが起動していないことが報告された場合は、次のコマンドを使用して起動してください。


./emctl start dbconsole


標準インストールに続いて、Database Controlは、データベースを作成したノードからコンソール・ページを提供します。また、コンソールはクラスタのすべてのノード上のエージェントを監視します。ただし、EMCAを使用して、クラスタ内に複数のDatabase Controlコンソールが存在するようにOracle Enterprise Managerを構成できます。







	
参照:

	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』


	
「Oracle Enterprise Managerを使用したOracle RAC管理の概要」

















RDBMSパッチのダウンロードとインストールの概要

オラクル社では、オラクル社のソフトウェアについてパッチと呼ばれるバグ・フィックスを定期的に発行しています。パッチ・セットとはバグ・フィックスのコレクションであり、パッチ・セットのリリース時までに作成されたバグ・フィックスが含まれます。パッチ・セットは完全にテストされた製品修正です。パッチ・セットの適用は、Oracleホームにあるソフトウェアにのみ影響します。パッチ・セットがインストール済のソフトウェアに対応する最新のものであることを確認して実行してください。インストール時にMy Oracle Supportへのアクセスを構成した場合は、インストール時に最新のパッチがダウンロードされて適用されているはずです。

OUIでMy Oracle Supportへのアクセスを構成しなかった場合は、ご使用のリリースに対応するパッチ・セットと、パッチ・セットに含まれていない必須のパッチを適用する必要があります。パッチおよびパッチ・セットのダウンロードとインストールの詳細は、第10章「Oracleソフトウェアの管理およびパッチの適用」を参照してください。




	
注意:

Oracle Clusterware 11gリリース2のインストール後にOracle DatabaseまたはOracle RACリリース11.1.0.7、11.1.0.6または10.2.0.4をインストールする場合、そのリリースに必要な個別パッチをインストールする必要があります。インストールに必要なパッチは、My Oracle SupportのWebサイトを参照してください。










	
参照:

	
「My Oracle Supportの資格証明の検証」


	
「パッチの取得」


	
『Oracle Grid Infrastructureインストレーション・ガイドfor Linux』の第5章にあるパッチの更新のダウンロードおよびインストールに関する項を参照してください。


	
『Oracle Universal InstallerおよびOpatchユーザーズ・ガイドfor Microsoft Windows and UNIX Systems』

















ユーザー・アカウントの構成について

oracleユーザーのオペレーティング・システム・アカウントは、Oracleソフトウェアをインストールする際に使用するアカウントです。Oracle RACデータベースへのアクセスおよび管理のために、複数の異なるオペレーティング・システム・アカウントを使用できます。オペレーティング・システム・ユーザーとしてログインしている場合には、シェルの構成ファイルを変更し、ORACLE_HOMEなどの環境変数をいつでも設定できます。




	
参照:

	
「オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループについて」


	
「Oracle Databaseソフトウェアのインストールおよびデータベースの作成」


	
「インストール後のタスクの実行」


	
データベースの管理に使用する任意のオペレーティング・システム・ユーザー・アカウントの設定の詳細は、『Oracle Database管理者リファレンスfor Linux and UNIX-Based Operating Systems』を参照してください。



















Oracle RACデータベースへのOracle Databaseの変換について

rconfigまたはOracle Enterprise Managerを使用すると、単一インスタンス・データベース・インストールをOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)データベースへ変換するタスクを実行できます。rconfigはコマンドライン・ユーティリティです。Oracle Enterprise Manager Grid Controlの「クラスタ・データベースへの変換」オプションは、GUIの変換ツールです。また、単一インスタンス・データベースをOracle RACデータベースに変換した後、srvctlユーティリティを使用して、そのデータベースをOracle RAC One Nodeデータベースに変換できます。

この項の内容は次のとおりです。

	
データベースの変換の準備について


	
Grid Controlを使用したデータベース変換プロセスの概要


	
rconfigを使用したデータベース変換プロセスの概要


	
Oracle RACデータベースのOracle RAC One Nodeデータベースへの変換






データベースの変換の準備について

データベースをクラスタ・データベースに変換するプロセスを開始する前に、データベース環境が一定の前提条件を満たしている必要があります。

	
既存のデータベースおよびターゲットOracle RACデータベースが同じリリースのOracle Database 11gに存在しており、同じプラットフォームで実行されている必要があります。


	
Oracle RACデータベースの実装に使用するハードウェアおよびオペレーティング・システム・ソフトウェアが、インストールするOracle RACソフトウェアのリリースでの使用を認定されている必要があります。


	
Oracle RACデータベース用の共有記憶域を構成する必要があります。


	
Oracle RACデータベースに対して実行する任意のアプリケーションをクラスタ・データベースで正常に使用できるようにするためには、それらのアプリケーションで追加構成を何も必要としないことを検証する必要があります。これは、Oracle StreamsなどのOracleアプリケーションとデータベース機能、およびOracle以外のアプリケーションと製品の両方に適用されます。


	
単一インスタンスのOracle DatabaseからOracle RACに変換する前に、バックアップを実行可能にする必要があります。


	
Oracle RAC環境でアーカイブを実行する場合は、アーカイブ・ログ・ファイルの書式にスレッド番号が必要です。


	
メディア・リカバリには、Oracle RACデータベースのすべてのインスタンスのアーカイブREDOログ・ファイルが必要です。ファイルにアーカイブして、クラスタ・ファイル・システム、または共有ファイル・システムを提供するその他の方法を使用しない場合、クラスタ・データベースにインスタンスが含まれているすべてのノードのアーカイブREDOログ・ファイルにアクセスする方法が必要となります。







	
注意:

個々のOracle Database 11gデータベース製品またはオプションの使用方法についての詳細は、11gリリース2(11.2)インストール・メディア上のDOCディレクトリ内、またはhttp://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/のOTN Webサイト上にある、製品のドキュメント・ライブラリを参照してください。












Grid Controlを使用したデータベース変換プロセスの概要

この項では、Oracle Enterprise Manager Grid Controlを使用して単一インスタンス・データベースをOracle RACデータベースに変換するプロセスの概要を示します。

	
Oracle RACデータベースに変換する場合に前提条件となる次のタスクを実行します。

	
Oracle ClusterwareおよびOracle Databaseソフトウェアをすべてのターゲット・ノードにインストールします。


	
Oracle Clusterwareを起動します。


	
すべてのターゲット・ノードでOracle RACに対してOracle Databaseバイナリを有効にします。


	
共有記憶域を構成して、すべてのノードからアクセス可能にします。


	
変換を実行しているオペレーティング・システム・ユーザーに対して、ユーザー等価関係を構成します。


	
Oracle Enterprise Managerのエージェントを、クラスタ情報およびホスト情報を使用してすべてのノードで構成および実行します。


	
変換するデータベースを正常にバックアップしておきます。





	
変換するデータベースのホームページにアクセスします。


	
「サーバー」サブページに移動して、「クラスタ・データベースへの変換」を選択します。


	
必要な資格証明を指定します。


	
新しいデータベースのインスタンスを含める必要があるホスト・ノードを選択します。


	
リスナーおよびインスタンスの構成情報を指定します。


	
データファイルに使用する共有記憶域の場所を指定します。


	
ジョブを発行します。


	
変換後のタスクを実行します。




変換されたOracle RACデータベースは、固定された構成ではなくサーバー・プールを使用します。




	
参照:

このプロセスの詳細は、『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイドfor Linux and UNIX Systems』または使用しているプラットフォーム固有のOracle Real Application Clustersインストレーション・ガイドを参照してください。












rconfigを使用したデータベース変換プロセスの概要

次のリストに、rconfigユーティリティを使用して、単一インスタンスのデータベースをOracle RACデータベースに変換するプロセスの概要を示します。

	
Oracle RACデータベースに変換する場合に前提条件となる次のタスクを実行します。

	
Oracle ClusterwareおよびOracle Databaseソフトウェアをすべてのターゲット・ノードにインストールします。


	
Oracle Clusterwareを起動します。


	
すべてのターゲット・ノードでOracle RACに対してOracle Databaseバイナリを有効にします。


	
共有記憶域を構成して、すべてのノードからアクセス可能にします。


	
変換を実行しているオペレーティング・システム・ユーザーに対して、ユーザー等価関係を構成します。


	
変換するデータベースを正常にバックアップしておきます。





	
rconfigを使用すると、単一インスタンスのデータベースを管理者が管理するクラスタ・データベースまたはポリシーで管理するクラスタ・データベースに変換できます。環境に応じてConvertToRAC_AdminManaged.xmlまたはConvertToRAC_PolicyManaged.xmlサンプル・ファイルのパラメータを変更し、ファイルを新しい場所に保存します。どちらのファイルもOracle_home/assistants/rconfig/sampleXMLsディレクトリに配置されます。


	
変更したXMLファイルの名前を入力値として指定し、rconfigコマンドを実行します。


	
変換後のタスクを実行します。




rconfigユーティリティを使用して、単一インスタンスOracle ASMをクラスタOracle ASMに変換することもできます。




	
参照:

このプロセスの詳細は、『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイドfor Linux and UNIX Systems』または使用しているプラットフォーム固有のOracle Real Application Clustersインストレーション・ガイドを参照してください。












Oracle RACデータベースのOracle RAC One Nodeデータベースへの変換

rconfigユーティリティを使用して単一インスタンスのOracle Databaseを単一ノードのOracle RACデータベースに変換した後、srvctlユーティリティを使用してデータベースをOracle RAC One Nodeデータベースに変換できます。この機能は、Oracle Database 11gリリース2(11.2.0.2)から使用可能です。

データベースをOracle RAC One Nodeデータベースに変換するには、次のコマンドを使用します。


srvctl convert database -d <database_name> -c RACONENODE


Oracle RAC One Nodeデータベースは、フェイルオーバーまたはオンライン・データベース再配置をサポートするために、マルチノード・クラスタの一部である必要があります。クラスタ用Oracle Grid InfrastructureとOracle RACを2つ以上のノードにインストールするか、または既存の単一ノードのOracle RACデータベースにノードを追加する必要があります。




	
参照:

	
ノードの追加については、第9章「ノードおよびインスタンスの追加および削除」を参照してください。


	
Oracle RAC One Nodeの詳細は、「Oracle RAC One Nodeについて」を参照してください。

























はじめに

『Oracle Database 2日でReal Application Clustersガイド』では、Oracle Linuxシステムを使用した2ノード・システムにおける、Oracle Clusterware、Oracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)およびOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)のインストール、構成および管理の方法について説明します。




	
注意:

Oracle Linux以外のLinuxオペレーティング・システムについては、『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイドfor Linux and UNIX Systems』を参照してください。その他のオペレーティング・システムについては、プラットフォーム固有のOracle RACインストレーション・ガイドを参照してください。







このマニュアルでは、一般的な知識のあるOracle Database管理者(DBA)が、単一インスタンスのOracle Database環境の管理からOracle RAC環境の管理に移行する際に理解しておく必要がある項目について説明します。


対象読者

『Oracle Database 2日でReal Application Clustersガイド』Oracle RACをインストールおよび使用するDBAを対象としたOracle RACデータベースの管理ガイドです。このマニュアルは、読者が『Oracle Database 2日でデータベース管理者』をすでに読んでいることを前提としています。このマニュアルは、次のDBAを対象にしています。

	
Oracle RAC環境を管理する基本的なDBAスキルの習得を望む管理者


	
小規模から中規模の企業でOracle Databaseを管理する管理者




このマニュアルを使用するには、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』に記載されている管理手順を理解している必要があります。




	
注意:

DBAの中には、単一インスタンスのOracle DatabaseからOracle RACデータベースにデータを移行することを望んでいる管理者もいます。このマニュアルでは、このための手順も説明します。











ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle Databaseのドキュメント・セットにある次のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイドfor Linux and UNIX Systems』


	
『Oracle Grid Infrastructureインストレーション・ガイドfor Linux』


	
『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』


	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』


	
『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ドキュメントのタイトル、強調またはユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















6 バックアップおよびリカバリの管理

データベースをデータ損失から保護し、データ損失後にデータベースを再構築するには、バックアップおよびリカバリ計画を作成、実装および管理する必要があります。この章では、Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)データベースをバックアップおよびリカバリする方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle RACデータベースのバックアップおよびリカバリの概要


	
Oracle RACでの高速リカバリ領域について


	
Oracle Real Application ClustersデータベースのREDOログのアーカイブ


	
バックアップおよびリカバリ操作の準備について


	
Oracle Real Application Clustersデータベースのバックアップの実行


	
Oracle RACデータベースのリストアおよびリカバリの準備について


	
Oracle Real Application Clustersデータベースのリカバリ


	
データベース・バックアップ・ファイルの管理について


	
Oracle Real Application Clustersデータベースのバックアップ・レポートの表示







	
参照:

	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』


	
Recovery Managerユーティリティの使用の詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。














Oracle RACデータベースのバックアップおよびリカバリの概要

ハードウェア障害や災害からOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)データベースを保護するには、データベース・ファイルの物理コピーが必要です。Oracle Enterprise Managerに組み込まれたバックアップおよびリカバリ機能により保護されているファイルには、データファイル、制御ファイル、サーバー・パラメータ・ファイル(SPFILE)およびアーカイブREDOログ・ファイルがあります。これらのファイルを使用して、データベースを再構築できます。物理レベルで機能するバックアップ・メカニズムは、データファイルの予期せぬ削除やディスク・ドライブの障害などのファイル・レベルでの破損から保護します。データベースのリカバリには、破損しているファイルのバックアップからのリストア、つまりコピー、およびリストアされたファイル上でのメディア・リカバリの実行が含まれます。メディア・リカバリは、現在または指定した他の時間に更新するための、リストアされたデータファイルに対するREDOログまたは増分バックアップのアプリケーションです。

Oracle Flashback DropやOracle Flashback TableなどのOracle Databaseのフラッシュバック機能は、物理的および論理的なバックアップ操作のかわりに使用できる、簡単で効果的な物理および論理データ・リカバリ・ツールを幅広く提供します。フラッシュバック機能はバックアップまたはメディア・リカバリの実行からデータファイルのリストアなしに不要なデータベースの変更の効果の取消しができます。

Oracle Enterprise Managerの物理バックアップおよびリカバリ機能は、Recovery Manager(RMAN)コマンドライン・クライアントに組み込まれています。Oracle Enterprise Managerでは、多くのRMAN機能が使用でき、ウィザードおよび自動化された方法で、RMANベースのバックアップおよびリカバリを簡素化およびさらに自動化できます。




	
注意:

Linuxプラットフォーム上でRMANユーティリティが正しく動作するには、PATH変数内で$ORACLE_HOME/binディレクトリが/usr/X11R6/binディレクトリよりも前にある必要があります。







Oracle Enterprise Managerのガイド付きリカバリ機能は、次のようなファイルのリストアおよびリカバリの幅広いシナリオで必要になるロジックが組み込まれたリカバリ・ウィザードとして提供されています。

	
データベースの完全なリストアおよびリカバリ


	
データベースまたは選択した表領域のPoint-in-Timeリカバリ


	
フラッシュバック・データベース


	
データベース・オブジェクトに対する不要な変更を論理レベルで修復する、その他のOracle Databaseのフラッシュバック機能


	
破損ブロックを含むデータファイルのブロック・レベルでのメディア・リカバリ




データベース・ファイルが破損したりリカバリが必要になると、Enterprise Managerによって、バックアップからのリストアやリカバリがデータベースのどの部分に必要なのかを判断でき、破損したデータベース・ファイルがあるなどの状況も早期に検出されます。Enterprise Managerは、必要な情報の入力をユーザーに求め、必要なリカバリ・アクションを実行しながら、リカバリ・プロセスを進めます。




	
参照:

	
「Oracle Real Application Clustersデータベースのバックアップの実行」


	
「Oracle Real Application Clustersデータベースのリカバリ」


	
「データベース・バックアップ・ファイルの管理について」


	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』

















Oracle RACでの高速リカバリ領域について

高速リカバリ領域を使用すると、バックアップ関連のファイル用にディスク領域を手動で管理したり、様々なタイプのファイル間で使用する領域を均等に分散する必要性が最小限に抑えられます。バックアップ管理を簡略化するために高速リカバリ領域を有効にすることをお薦めします。

高速リカバリ領域は大きく取るほど便利になります。高速リカバリ領域は、次のファイルすべてを含めるために十分な大きさとすることをお薦めします。

	
すべてのデータファイルのコピー


	
増分バックアップ


	
オンラインREDOログ


	
バックアップされていないアーカイブREDOログ・ファイル


	
制御ファイルおよび制御ファイルのコピー


	
制御ファイルおよびデータベース初期化パラメータ・ファイルの自動バックアップ




Oracle RACデータベースの高速リカバリ領域は、Oracle ASMディスク・グループ、クラスタ・ファイル・システム、または各Oracle RACインスタンスのネットワーク・ファイル・システム・ファイルで構成される共有ディレクトリに配置される必要があります。つまり、高速リカバリ領域はOracle RACデータベースのすべてのインスタンス間で共有される必要があります。Oracle RACで推奨する構成は、データファイル用とは異なるリカバリ・セット用のディスク・グループを使用して、高速リカバリ領域の格納にOracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)を使用する構成です。

場所とディスク割当て制限は、すべてのインスタンスで同一である必要があります。高速リカバリ領域を共有Oracle ASMディスクに配置することをお薦めします。また、すべてのインスタンスに対してDB_RECOVERY_FILE_DESTおよびDB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEパラメータを同じ値に設定する必要があります。

高速リカバリ領域を使用するには、最初にOracle RACデータベースの各インスタンスに対して、高速リカバリ領域を構成する必要があります。






Oracle Real Application ClustersデータベースのREDOログのアーカイブ

データの可用性を高くするには、システムの障害後にデータをリカバリできるようデータベースを構成することが重要です。REDOログには、データファイルに対する変更のレコードがあります。REDOログはREDOログ・グループに保存され、データベースに2つ以上のREDOログ・グループを持つ必要があります。

グループ内のREDOログ・ファイルが一杯になると、ログ・ライター・プロセス(LGWR)はREDOレコードの書込みを新規のREDOログ・グループに切り替えます。Oracle Databaseでは、非アクティブなREDOログ・ファイル・グループを、まとめてアーカイブREDOログ(またはアーカイブ・ログ)と呼ばれる1つ以上のオフラインの保存先に自動的に保存できます。REDOログ・ファイルをアーカイブREDOログ・ファイルに変更するプロセスは、アーカイブと呼ばれます。

REDOログをアーカイブすると、そのREDOログ・ファイルが上書きされる前に、別の場所に書き込まれます。この場所をアーカイブREDOログと呼びます。これらのREDOログ・ファイルのコピーによって、リカバリ用に保存および使用されるREDOデータの量が増えます。データベースではアーカイブを有効または無効のいずれかに設定できますが、有効にすることをお薦めします。



Oracle RACデータベースのアーカイブREDOログ・ファイルについて

Oracle Database Configuration Assistant(DBCA)を使用してOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)データベースを作成すると、各インスタンスには、共有記憶域に格納されるREDOログ・ファイルが2つ以上作成されます。2ノードのOracle RACデータベースがある場合、少なくとも4つのREDOログがデータベースに作成され、各インスタンスには2つ作成されます。

クラスタ・ファイル・システムを使用してOracle RACデータベースのアーカイブREDOログ・ファイルを格納している場合、REDOログ・ファイルは共有ファイル・システムのファイルになります。Oracle ASMを使用してOracle RACデータベースのアーカイブREDOログ・ファイルを格納している場合は、データベースで生成されるすべてのアーカイブREDOログ・ファイルへのアクセス権が、各インスタンスに自動的に付与されます。共有記憶域またはRAWデバイスを使用して各ノードにアーカイブREDOログ・ファイルを格納している場合は、これらのディレクトリへのアクセスを必要とするクラスタ・データベース内の各インスタンスにアクセス権が付与されるように、オペレーティング・システムを構成する必要があります。

アーカイブを構成する場合の主な考慮事項は、リカバリ中に(可能な場合は、バックアップ中も)すべてのノードからすべてのアーカイブREDOログを読取り可能にすることです。リカバリ中、リカバリを実行するノードからアーカイブ・ログ・ファイルの保存先が参照可能なため、Oracle RACではアーカイブREDOログ・データを正常にリカバリできます。Oracle RACデータベースのバックアップを作成する場合の計画は、各ノードのアーカイブ先を構成する方法によって異なります。アーカイブREDOログのバックアップを実行するのが1つのノードのみかすべてのノードかに関係なく、すべてのインスタンスのアーカイブREDOログ・ファイルを確実にバックアップする必要があります。

単一のノードからのアーカイブREDOログをバックアップするには、そのノードに、他のインスタンスのアーカイブ・ログ・ファイルに対するアクセス権が必要となります。あるノードが特定のファイル名でログをファイル・システムに書き込む場合、このアーカイブREDOログにアクセスするすべてのノードに対してそのファイルが読取り可能になっている必要があるため、使用するアーカイブREDOログのネーミング・スキームが重要となります。たとえば、node1が/oracle/arc_dest/log_1_100_23452345.arcにログをアーカイブしている場合、node2は、自身のファイル・システムで/oracle/arc_dest/log_1_100_23452345.arcを読み取ることができる場合にのみ、このアーカイブREDOログをバックアップできます。




	
参照:

	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』


	
『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』

















複数のRMANチャネル間のパラレル化およびバックアップについて

Recovery Manager(RMAN)は、バックアップおよびリカバリのタスクを実行するためにデータベース・サーバーで実行されるプロセスであるサーバー・セッションに依存します。各サーバー・セッションが、バックアップ・デバイスを行き来するデータの流れを表すRMANチャネルに順に対応しています。RMANでは、複数のチャネルおよびサーバー・セッションを使用して1つのバックアップ・ジョブまたはファイルのリストア・タスクを実行する、並列化がサポートされています。

制御ファイル、SPFILEおよびデータファイルはどのインスタンスからもアクセス可能なため、これらのファイルのバックアップ操作は、割当て済のあらゆるチャネルに分散されます。アーカイブREDOログのバックアップでは、Oracle RACデータベースで使用されるアーカイブ方式のタイプによってRMANの実行する処理が決まります。

ローカル・アーカイブ方式を使用する場合は、各インスタンスでアーカイブREDOログ・ファイルがローカル・ディレクトリに書き込まれます。アーカイブREDOログ・ファイルへのアクセス権を持つ複数のチャネルが各アーカイブREDOログ・ファイルに割り当てられている場合は、そのアーカイブREDOログ・ファイルへのアクセス権を持つチャネルがRMANで判別されます。続いて、チャネルからアクセス可能なアーカイブREDOログ・ファイルがRMANによってグループ化され、バックアップ・ジョブがそのチャネルを使用してスケジュールされます。

クラスタ内の各ノードで、アーカイブREDOログ・ファイルをOracle ASM、クラスタ化されたファイル・システムまたはその他のタイプの共有記憶域に書き込む場合、各インスタンスにはすべてのアーカイブREDOログ・ファイルへのアクセス権があります。この場合、アーカイブREDOログのバックアップは、割当て済の全チャネルに分散されます。




	
参照:

	
「Oracle RACデータベースのアーカイブREDOログ・ファイルについて」


	
「Oracle Real Application Clustersデータベースのバックアップの実行」


	
RMANバックアップの詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。


	
バックアップ・デバイス設定の構成の詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。

















Oracle RACデータベースのアーカイブの構成

Oracle RACの場合、各インスタンスに独自のREDOスレッドがあります。Oracle RACの推奨構成は、データファイルに使用するOracle ASMディスク・グループとは別のOracle ASMディスク・グループを使用した高速リカバリ領域の構成です。あるいは、クラスタ・ファイル・システムのアーカイブ方式を使用することもできます。


Oracle RACデータベースのアーカイブを構成するには、次の手順を実行します。

	
Oracle Enterprise Manager Database Controlの「データベース・ホーム」ページで、SYSDBAユーザーとしてログインし、「可用性」を選択します。

「可用性」サブページが表示されます。


	
「バックアップ/リカバリ」セクションで、「設定」ヘッダーの下の「リカバリ設定」をクリックします。

「リカバリ設定」ページが表示されます。


	
「メディア・リカバリ」セクションで「ARCHIVELOGモード」を選択します。


	
「ログのアーカイブ・ファイル名の書式」フィールドで、デフォルト値をそのまま使用するか、または目的の書式を入力します。

クラスタ・データベースでは、アーカイブREDOログ・ファイルが属するREDOログ・スレッドを示すために、アーカイブ・ログファイル名の書式に%t修飾子を含める必要があります。ベスト・プラクティスとしては、アーカイブ・ログ・ファイル名の書式に、%s(ログ順序番号)および%r(RESETLOGS識別子)修飾子も含める必要があります。


	
アーカイブ・ログの保存先が、すべてのインスタンスで同じである場合、「アーカイブ・ログの保存先」フィールドで、クラスタ・データベースのアーカイブ・ログの保存先の値を変更します。

たとえば、Oracle ASMを使用する場合は、+DATAに設定し、各ノードでローカルにアーカイブする場合は、/u01/oradata/archに設定します。

各インスタンスに対して、異なるアーカイブ・ログの保存先を構成する必要がある場合、「初期化パラメータ」ページに移動して、アーカイブ・ログの保存先を構成するインスタンスに対応するLOG_ARCHIVE_DEST_1パラメータのエントリを変更します。「インスタンス」列には、インスタンス名(sales1など)が表示されます。そのインスタンスのアーカイブ・ログの保存先が含まれるように、「値」フィールドを変更します。


	
データベースに複数のアーカイブ・ログの保存先を構成する場合、「リカバリ設定」ページで、「アーカイブ・ログの保存先」フィールドの下にある「行の追加」をクリックします。


	
アーカイブの構成を終えたら、「適用」をクリックします。

データベースを再起動するように求められたら、「はい」をクリックします。


	
ホストおよびSYSDBAユーザーの資格証明を入力し、「続行」をクリックします。


	
数分間待機した後、「リフレッシュ」をクリックします。

データベースが再起動すると、ログイン資格証明を入力するよう求められます。







	
参照:

	
「Oracle RACデータベースのアーカイブREDOログ・ファイルについて」


	
「Oracle RACデータベースの初期化パラメータの構成について」


	
「Oracle RACデータベースの初期化パラメータ設定の編集」


	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』


	
Oracle RACデータベースのアーカイブREDOログ・ファイルの構成および管理の詳細は、『Oracle Real Application Clusters管理およびデプロイメント・ガイド』を参照してください。



















バックアップおよびリカバリ操作の準備について

Oracle Enterprise Managerを使用してOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)データベースをバックアップする前に、バックアップを実行するユーザーのアクセス権、つまり資格証明を構成する必要があります。特定のバックアップ設定に対してデフォルト値を構成すると、バックアップの実行ごとに指定する必要がなくなります。




	
参照:

	
「Oracle Enterprise Managerの動作の確認」


	
「オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループについて」














バックアップおよびリカバリを実行するための資格証明について

Enterprise Managerを使用している場合、バックアップおよびリカバリ用の構成タスクを実行したり、バックアップ・ジョブをスケジュールしたり、リカバリを実行したりするには、適切な資格証明を持っている必要があります。必要になる可能性がある資格証明は次のとおりです。

	
Oracle Enterprise Managerにログインする際に使用するOracle Database管理者ユーザー


	
バックアップおよびリカバリ・タスクを実行する際に資格証明を指定するホスト・オペレーティング・システム・ユーザー




RMANタスクを実行またはスケジュールするには、Oracle Enterprise ManagerにSYSDBA権限を持つユーザーとしてログインするか、dbaグループのメンバーであるユーザーのホスト・オペレーティング・システムの資格証明を指定する必要があります。ホスト・オペレーティング・システム・ユーザーにRMANのコマンドライン・クライアントの実行権限があることも必要になります。

ホスト・オペレーティング・システムの資格証明を必要とするタスクでは、タスクの実行に使用されるページの最下部に「ホスト資格証明」フォームが表示されます。Oracle Enterprise Managerでは、ユーザーがリクエストまたはスケジュールしたジョブを実行するため、RMANを起動する際にこの資格証明を使用します。

「ホスト資格証明」フォームには常に、「優先資格証明として保存」というラベルの付いたオプションがあります。アクションを実行する前にこのオプションを選択すると、提示された資格証明が、その時点でログインしているOracle Databaseユーザー用に永続的に格納されます。そのユーザーとしてログインしてホスト資格証明が必要な操作を実行する際には、常にデフォルトでこの優先資格証明が再利用されます。




	
参照:

	
「オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループについて」


	
「ユーザー・アカウントの構成について」


	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』

















バックアップ設定の構成について

高速リカバリ領域が構成されている場合は、バックアップの格納方法、バックアップされるデータ、および高速リカバリ領域から消去されるまでのバックアップの保持期間を決定する、いくつかの設定およびポリシーを構成できます。また、設定を構成すると、環境に対するバックアップ・パフォーマンスを最適化することもできます。




	
参照:

	
「Oracle RACデータベースのアーカイブの構成」


	
「Oracle RACデータベースのバックアップおよびリカバリの概要」


	
バックアップ・ポリシー設定の構成の詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。


	
バックアップ設定の構成の詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。



















Oracle Real Application Clustersデータベースのバックアップの実行

Oracle ASMを使用してデータベース・ファイルを管理する場合は、バックアップを作成するためにRMANを使用することをお薦めします。バックアップおよびリカバリ操作を実行するには、データベース権限(SYSDBA)とホスト・オペレーティング・システムの資格証明(OSDBA)の両方が必要です。

SYSDBA権限でEnterprise Managerにログインすると、RMANのコマンドライン・クライアントの実行権限を持つオペレーティング・システムのユーザーなら誰でもOracle Real Application Clusters(Oracle RAC)データベースのバックアップを実行できます。一方、SYSDBA権限を持たないデータベース・ユーザーとしてログインすると、バックアップ操作の実行前に、OSDBAグループのメンバーであるオペレーティング・システム・ユーザーの名前とパスワードを指定する必要があります。


Oracle RACデータベースをバックアップするには、次の手順を実行します。

	
「クラスタ・データベース: ホーム」ページで「可用性」を選択します。

「クラスタ・データベース: 可用性」ページが表示されます。


	
「バックアップ/リカバリ」セクションで、「管理」ヘッダーの下の「バックアップのスケジュール」を選択します。


	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』の第9章「バックアップおよびリカバリの実行」のバックアップ手順に従うか、このEnterprise Managerページの「ヘルプ」をクリックします。







	
参照:

	
「オペレーティング・システム・ユーザーおよびグループについて」


	
「バックアップおよびリカバリを実行するための資格証明について」


	
データベースのバックアップおよびリカバリの構成の詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。


	
Oracle Enterprise Manager Database Controlを使用したバックアップの実行およびスケジュール設定の詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。














アーカイブREDOログ・ファイルのバックアップ

アーカイブ・ログのバックアップを実行するのが1つのノードのみか全ノードかに関係なく、すべてのノードのすべてのアーカイブREDOログ・ファイルを確実にバックアップします。ローカル・アーカイブ方式を使用する場合は、RMANがすべてのアーカイブREDOログ・ファイルにアクセスできるように複数のチャネルを割り当てます。

アーカイブREDOログ・ファイルが正常にバックアップされた後にそのファイルをディスクから自動的に削除するようにRMANを構成できます。この機能を使用すると、Oracle RACデータベースで使用するディスク領域を削減し、使用可能なディスク領域が不足した場合に発生する可能性のある不要な停止を防ぐことができます。


アーカイブREDOログ・ファイルが正常にバックアップされた後にそのファイルをディスクから自動的に削除するようにRMANを構成するには、データベース・バックアップの作成時またはスケジュール時に次の手順を実行します。

	
「クラスタ・データベース: ホーム」ページで「可用性」を選択します。

「クラスタ・データベース: 可用性」ページが表示されます。


	
「バックアップ/リカバリ」セクションで、「管理」ヘッダーの下の「バックアップのスケジュール」を選択します。


	
バックアップ・タイプを選択し、「カスタマイズ・バックアップのスケジュール」をクリックします。


	
バックアップのオプションを指定する際には、オンライン・バックアップを実行する場合、「また、すべてのアーカイブ・ログもディスクにバックアップします」を選択します。オフライン・バックアップを実行する場合、バックアップ時にデータベースの一貫性が保たれ、リストア時にメディア・リカバリを必要としないため、アーカイブREDOログ・ファイルをバックアップする必要はありません。


	
アーカイブREDOログ・ファイルに共有記憶域を使用している場合、「正常にバックアップされた後、すべてのアーカイブ・ログをディスクから削除」を選択します。




	
注意:

高速リカバリ領域をアーカイブ・ログの唯一の保存先として使用している場合は、「正常にバックアップされた後、すべてのアーカイブ・ログをディスクから削除」を選択しないでください。この場合、バックアップされたアーカイブREDOログ・ファイルは、他のファイルの記憶域用に領域が必要になると自動的に削除されます。













	
参照:

	
「Oracle Real Application Clustersデータベースのバックアップの実行」


	
「Oracle RACデータベースのアーカイブREDOログ・ファイルについて」


	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』



















Oracle Real Application Clustersデータベースのリカバリ

Oracle Enterprise Managerのガイド付きリカバリ機能には、リカバリ・ウィザードがあり、リストアやリカバリの幅広い使用例で必要となるロジックが、このウィザードでカプセル化されています。Oracle Enterprise Managerを使用すると、リストアやリカバリがデータベースのどの部分に必要なのかを判断でき、破損したデータベース・ファイルがあるなどの状況も早期に検出されます。Oracle Enterprise Managerでは、リカバリ・プロセスをガイドし、必要な情報の入力を求め、必要なファイルのリストアおよびリカバリ・アクションを実行します。

この項では、インスタンス・リカバリとメディア・リカバリの両方について説明します。この付録には、次の項があります。

	
Oracle RACデータベースのリストアおよびリカバリの準備について


	
アーカイブREDOログ・ファイルのリストアについて


	
パラレル化を使用したリカバリの実行について


	
Oracle Enterprise Managerを使用したOracle RACデータベースのリカバリ


	
自動ファイル・バックアップからのパラメータ・ファイルのリカバリ







	
参照:

	
「Oracle Real Application Clustersについて」


	
「Oracle RACデータベースのバックアップおよびリカバリの概要」


	
「Oracle Real Application ClustersデータベースのREDOログのアーカイブ」


	
「Oracle RACでの高速リカバリ領域について」


	
「Oracle Real Application Clustersデータベースのバックアップの実行」














Oracle RACデータベースのリストアおよびリカバリの準備について

Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)データベースのリカバリが実行されるノードでは、必要なデータファイルをすべてリストアできる必要があります。また、このノードでは、ディスクにあるすべての必要なアーカイブREDOログ・ファイルを読み取れるか、アーカイブREDOログ・ファイルをバックアップ・ファイルからリストアできる必要があります。

この項では、データベースをリカバリする前に実行する必要のある2つのタスクについて説明します。

	
アーカイブ・ログへのアクセスの構成について


	
Oracle RACデータベース・インスタンスの適切な状態への移行について






アーカイブ・ログへのアクセスの構成について

リカバリ中、リカバリを実行するノードからアーカイブ・ログ・ファイルの保存先が参照可能なため、Oracle RACはリカバリ中にアーカイブREDOログへ正常にアクセスできます。

共有記憶域またはクラスタ・ファイル・システムを使用せずにクラスタ・データベースにアーカイブREDOログ・ファイルを格納する場合、リカバリを実行しているノードがアーカイブREDOログ・ファイルを使用できるようにする必要があります。






Oracle RACデータベース・インスタンスの適切な状態への移行について

Oracle RACでの障害インスタンスのリカバリは、自動的に行われます。Oracle RACデータベース・インスタンスで障害が発生した場合、障害が発生していないデータベース・インスタンスが、障害インスタンスによって生成されたオンラインREDOログを処理し、データベースの内容が一貫性のある状態であることを保証します。リカバリが完了すると、Oracle Clusterwareは障害インスタンスの再起動を自動的に試行します。

メディア・リカバリは、データベースのクローズ時に手動で実施するプロセスです。ヘッドの不調などのディスクの物理的な問題により、データベースの実行に必要なディスク・ファイルの読取りまたは書込み操作が失敗することをメディア障害と呼びます。どのようなデータベース・ファイルもメディア障害の対象になる可能性があります。メディア障害が発生した場合、メディア・リカバリを実行して、破損したデータベース・ファイルのリストアとリカバリを行う必要があります。メディア・リカバリは常に、クラスタ内の1つのインスタンスで実行します。

メディア・リカバリを開始する前に、リカバリを実行するインスタンスをMOUNTモードで起動する必要があります。その他のインスタンスは必ずNOMOUNTモードで起動します。




	
参照:

	
「Oracle RACデータベースおよびデータベース・インスタンスの起動および停止」


	
「Oracle RACデータベースのリストアおよびリカバリの準備について」


	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』



















アーカイブREDOログ・ファイルのリストアについて

リストア操作中には、使用可能なデータベースの最新のバックアップがRMANによって自動的に検出されます。特定のノードに接続されているチャネルでは、そのノードにのみバックアップされたファイルのリストアが試行されます。たとえば、順序番号1_001のアーカイブREDOログ・ファイルがノードracnode1に接続されているデバイスにバックアップされ、順序番号2_003のアーカイブREDOログ・ファイルがノードracnode2に接続されているデバイスにバックアップされているとします。リストア操作用に、ノードracnode1に接続するチャネルとノードracnode2に接続するチャネルを割り当てると、racnode1に接続されているチャネルでは順序番号1_001のログはリストアされますが、順序番号2_003のログはリストアされません。racnode2に接続されているチャネルでは順序番号2_003のログはリストアできますが、順序番号1_001のログはリストアできません。

アーカイブREDOログ・ファイルの格納にOracle ASMまたはクラスタ化ファイル・システムを使用すると、そのアーカイブREDOログ・ファイルはすべてのインスタンスでリストアできます。




	
参照:

	
「Oracle RACデータベースのアーカイブREDOログ・ファイルについて」


	
「Oracle RACデータベースのアーカイブの構成」


	
アーカイブREDOログ・ファイルのリストアの詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

















パラレル化を使用したリカバリの実行について

Oracle RACでは、インスタンス障害およびメディア・リカバリの最適な並列度が自動的に選択されます。

Oracle Enterprise ManagerおよびRMANを使用してリカバリを実行すると、Oracle RACでは、次に示す3段階のリカバリが自動的にパラレル化されます。

	
データファイルのリストア: データファイルのリストア時には、RMANのリカバリ・スクリプトに割り当てるチャネル数によって、RMANで使用されるパラレル化が効果的に設定されます。たとえば、5つのチャネルを割り当てると、データ・ファイルをリストアするストリームを5つまで並列化できます。


	
増分バックアップの適用: 同様に、増分バックアップを適用する場合、割り当てるチャネル数によって、可能なパラレル化が決定されます。


	
アーカイブREDOログ・ファイルの適用: RMANでは、アーカイブREDOログ・ファイルの適用の実行がパラレル化されます。使用可能なCPUリソースに基づいて、最適な並列度が自動的にOracle RACにより選択されます。







	
参照:

	
「Oracle Real Application Clustersデータベースのリカバリ」


	
「Oracle RACデータベースのバックアップおよびリカバリの概要」


	
データファイルの増分バックアップの詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。


	
リカバリ設定の構成の詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。

















Oracle Enterprise Managerを使用したOracle RACデータベースのリカバリ

Oracle Enterprise ManagerおよびRMANを使用している場合、Oracle RACデータベースのリカバリとリストアのプロセスは、基本的には単一インスタンスのOracle Databaseの場合と同様です。ただし、「可用性」ページからRMANに対し、インスタンス・レベルではなくクラスタ・データベース・レベルでアクセスする点が異なります。


Oracle Enterprise ManagerおよびRMANを使用してOracle RACデータベースのリストアとリカバリを行うには、次の手順を実行します。

	
「クラスタ・データベース: ホーム」ページで「可用性」を選択します。

「クラスタ・データベース: 可用性」ページが表示されます。


	
「バックアップ/リカバリ」セクションで、「管理」ヘッダーの下の「リカバリの実行」を選択します。

「リカバリの実行」ページが表示されます。


	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』の第9章のリカバリ手順に従います。







	
参照:

	
「Oracle RACデータベースのリストアおよびリカバリの準備について」


	
「バックアップおよびリカバリを実行するための資格証明について」


	
ユーザー指示のリカバリの実行の詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。

















自動ファイル・バックアップからのパラメータ・ファイルのリカバリ

Oracle Enterprise Managerを使用して、損失または破損したサーバー・パラメータ・ファイル(SPFILE)をリカバリできます。


Oracle RACデータベースのSPFILEをリカバリするには、次の手順を実行します。

	
データベースをMOUNTモードで起動します。


	
「クラスタ・データベース: ホーム」ページで「可用性」を選択します。

「クラスタ・データベース: 可用性」ページが表示されます。


	
「バックアップ/リカバリ」セクションで、「管理」ヘッダーの下の「リカバリの実行」を選択します。

データベースがオープンされていない場合は、「リカバリの実行」リンクで、SPFILEのリストア・ページに移動します。


	
高速リカバリ領域の場所を指定します(構成されている場合)。


	
「バックアップ情報」セクションで、「その他のバックアップ情報を使用」および「自動バックアップを使用」を選択します。


	
「リカバリの実行: SPFILEのリストア」ページで、SPFILEのリストア先に別の場所を指定します。


	
オプションの選択を終えたら、「リストア」をクリックし、「はい」をクリックして、SPFILEのリストアを確認します。


	
SPFILEがリストアされたら、データベースに再度ログインするように求められます。







	
参照:

	
「Oracle RACデータベースおよびデータベース・インスタンスの起動および停止」


	
「Oracle Real Application Clustersのサーバー・パラメータ・ファイルの構成について」


	
サーバー・パラメータ・ファイルのリカバリ方法の詳細は、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。



















データベース・バックアップ・ファイルの管理について

RMANバックアップ・ファイルの管理(Oracle Enterprise Managerの使用は任意)は、次の2つのタスクで構成されています。

	
ディスクまたはテープに格納されているデータベースのバックアップ・ファイルの管理


	
RMANリポジトリでのこれらのバックアップ・ファイルのレコードの管理




Oracle Enterprise Managerでは、両方のバックアップ・ファイルの管理タスクが簡素化されます。バックアップ・ファイルの管理に含まれるその他のタスクには、次のようなものがあります。

	
バックアップ・ファイルの検索


	
バックアップ・セットまたはイメージ・コピーの内容の検証


	
バックアップのクロスチェック


	
期限切れまたは廃止されたバックアップ・ファイルの削除


	
バックアップ・ファイルへの使用可能または使用不可のマーク付け







	
参照:

	
これらのタスクの実行方法の詳細は、『Oracle Database 2日でデータベース管理者』を参照してください。

















Oracle Real Application Clustersデータベースのバックアップ・レポートの表示

バックアップ・レポートには、RMANによって実行された過去のバックアップ・ジョブに関するサマリーおよび詳細情報が記録されています。詳細情報には、Oracle Enterprise ManagerとRMANコマンドライン・クライアントで実行されたバックアップ・ジョブが含まれます。


バックアップ・レポートを表示するには、次の手順を実行します。

	
「クラスタ・データベース: ホーム」ページで「可用性」を選択します。

「可用性」ページが表示されます。


	
「バックアップ/リカバリ」セクションで、「管理」ヘッダーの下の「バックアップ・レポート」を選択します。

「バックアップ・レポートの表示」ページに最近のバックアップ・ジョブのリストが表示されます。


	
「検索」セクションで、フィルタ条件を指定して「実行」をクリックし、表示するバックアップのリストを絞り込みます。

このページの「検索」セクションを使用すると、バックアップの時刻、バックアップされたデータのタイプ、およびジョブのステータス(成功か失敗か、ジョブの実行中に警告が生成されたかどうか)により、リストされたバックアップを絞り込むことができます。


	
バックアップの詳細情報を表示するには、「バックアップ名」列のバックアップ・ジョブ名をクリックします。

選択したバックアップ・ジョブの「バックアップ・レポート」ページが表示されます。このページには、バックアップされたファイルの数(タイプ別)、バックアップされたデータの合計サイズ、および作成されたバックアップ・ファイルの数、サイズ、タイプなど、このバックアップ・ジョブに関するサマリー情報が含まれています。

「バックアップ・レポート」ページには「検索」セクションもあり、このセクションを使用して他のバックアップ・ジョブまたは特定の日付範囲にあるバックアップ・ジョブをすばやく検索できます。結果として出力されるレポートには、検索基準に一致するバックアップ・ジョブの集計情報が含まれています。







	
参照:

	
「データベース・バックアップ・ファイルの管理について」


	
「Oracle Real Application Clustersデータベースのバックアップの実行」


	
「Oracle RACデータベースのバックアップおよびリカバリの概要」


	
『Oracle Database 2日でデータベース管理者』
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